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例　　　　言

本書は『雲岡石窟』全十五巻のうち第二馨にあたり,第五洞の調査と研究をまとめたも

のである｡

第五洞は,主として昭和十三年(1938),もと所員羽舘易氏が,現国立東京博物館披手米田

太三郎氏を助手として授静したo測量は,同年(1938),永野が現国立奈良博物飴技官小野勝

年式の助力をえておこなったが,翌十四年(1939)若干の補足をおこなったo拓本は昭和十三

年(1938)徐立居氏によって作製された.

本書の記適は著者二人の共同執筆であり,英文硫評はオックスフォウド大串東洋美術館

P･ C･ Swann氏の手になるo

本書の刊行は,本所の出版費をもととし,文部省首局および京都大率の特別の配慮のも

とに達成されたものである｡

以上の諸氏ならびに諸検閲に封し,心から感謝の静をさiげるとともに,過去十数年間

の調査と研究に有形,無形さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に勤し,さらに本巻

の編韓に戯身的勢力をはらほれた密藤菊太郎,陣顛明,助手岡崎敬の諸氏,およびタィプラ

イタァの労を塘首された川合スミ子蟻に封し,洗甚の謝意を表したい｡

1955年3月

著　　者

Ⅴ王i
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序　　章

雲　岡　石　併　寺

1

:ぁらゆる建造物は,ときとともに変貌するo善美をつくした大伽藍が,いまではあれはてた,さ

びしい寺になってゐる｡かって盛大をはこった信仰の中心が,いまや単なる歴史的記念物,古菜館の

殿堂に壁質しつくさうとしてゐる｡これが,いま雲岡石併寺の一本の老木,一枚の屈額に,ふかい感

懐をもよはすゆゑんである｡

いま石窟のある重岡銭は,大同から西三十里,左雲から東九十盛といふo約十七キロと約五十

一キロであるo民国二年(A.D.1913)以後は大同嚇に属してゐるが,それ以前は左誓願に屈してゐ

たoだから,石窟東端の岩屋には,いせ別電｢左雲嚇交界｣の文字(本番,第-餐, Pl. 2B)がのこって

ゐる｡鉱城は嘉靖三十七年(1558)の建設といふ｡達したにあって,丘のう-から敵をうける心配

があるので,高層二年(1574),丘のう-に新城をつくったoこれが,いま丘のう-にある土城(Fig
】)

9)である｡たかさ三丈五尺,周同一鼻五分,附詮の敬重は八といふ｡女槍のみ噂でつゝんだとい

ふが,いまはそれすらないo　もっぱら防梨のためにつくったので,はじめから住民はゐなかったか

とおもふo葛城は,もと石悌寺わきの民家をとりせいてつくったのであらうから,人もすみ,道路

に接してゐた｡それで,そのまゝのこして行族の俊に供したといふ｡東門を迎光といひ,西門を慎
ごl

遮とよび,ともに甫暦十四年(1586)の額があがってゐる｡これらは,もっぱら明代の施設で,清朝で
3)

はあまり役にたってゐないoいま寺内に嘉靖四十三年(1564)の｢重修雲岡墜記｣があるのは,崖下

の成城をつくったときの記銘である｡これに重修といってゐるからに紘,そのま-にある程度の城

があったのであらう｡

成城の東門外に,石併寺の山門があり,門前が宿場のやうににぎはってゐたo石併寺をおとづ

れた人は,こゝで馬をおり,南にある敵壷を背にして,みじかい石じきの山道をのぼったのである｡

山道の左わきにある槍の大木が,だれの目にも印象的であった｡のぼりつめると小さい山門があっ

て,門上に｢石悌古寺｣の鶴(AL.D.1873)がある｡山門のなかには金剛力士をおさめ,いはゞ金剛門

がある｡これをはいると,一段たかく正面に天王殿があり,左右にひくゝ東西廟がある｡さらに金

剛門のわきは鐘楼と鼓接になってゐて,東がはにはいまも党鐘がかゝってゐる｡

Ⅰ



票岡石窟第五洞

天王殿のなかには,もとより四天王の塑像がつくられてゐる｡この左右に小門があって,その

わきが厨房になってゐるoこの小門を北にでると,こゝが俳閉ま-の前庭である｡中央にひくい月

壷があり,そのまんなかに乾隆五十年(A.D.1785)の蛾香焼がある｡左右に東西麻があり,客殿に

夜IDてゐる｡

併闇は四暦あって崖にさしかけてつくってある｡ちゃうど左右に彫りだした塔形のあひだにあ

って,第六洞の門口と明窓とを剖賃ふてゐる｡門口は窮-暦に口をひらき,明窓は第三暦に口をひ

らく｡第四暦にのぼると,橡がは変ったって,東に隣接する第五洞ま-の健闘,その第四静にうつる

ことができる｡

天王殿わき東府の北にある小門をくゞると,小さし､伶房のま-にでるo一宇三間の房子で,一

倍一弘ときに,どこからか雲太がきて投宿する程度である｡こゝから束-おりると井Jjがあり,

菜園があり,僧侶の生活区域である｡それから酉にひきか-して,天王殿の東わきにでると,こゝ

忙厨房ま-の小門があり,それをでゝ併閣東麻の南にある小門を東にぬけると,第五洞の併閣ま-

にでる｡この前庭は平面の嘩床で,左右両麻といふが,西府は第六洞ま-の東麻をかねてゐる客殿

である｡末席は二暦よりなり,鶴音菩薩をまつる嶺音殿である｡

僻閥は四暦,第六洞におけると同校,第一静と第三静とに門口と明窓が口をひらいてゐる｡た

だ,こlの第四暦は一方約六洞健闘にも達しうるとゝもに,東にでると屋麻があって,すぐ丘のう

へにでることができる｡こゝにでると,こゝはまた一区をなし,南に併闇の大検が倍額のやうに怒

らび,北がはに岩壁がつゞくo岩塵には小さい石窟(本書,第二巻,Pl. 87,88)がつくられてゐるが,

第六洞の直上はやゝ大きな石窟となり,一字の併殿がつくられてゐるo　もっとも,この夜かの併像

はみるかげもないものである｡

これと逆に,約六洞併闇の西府北にある小門をぬけると,第七洞ま-の備閥になる｡これも四

暦榛であるが,ひどく破損してゐるoたゞ,この節四暦-揺,第六洞俳閥から廻廊がかゝってゐて,

達することができるo僻閣ま-は第八洞ま-と共通の前庭になり,東と南は客殿の東壁,西は貧窮
ya°

覆審づくりの西府であIDた0第八洞の僻闇はすでに崩壊し,洞前に大きな堆積ができてゐたし,節

七洞の偽閥も崩壊の寸前にあり,第一層は額位の小屋につかほれてゐた｡

さらに,この西廟北の小門なでると五華洞ま-の大鹿場になるC　この廉場は,西は雲岡銭城の

たかい東壁にかぎられ,南は民家のひくい塵でかこまれてゐた.そのう-西端,第十三A洞ま-に

は南面の三間房子があったのである｡

これが,ほゞ近年における石僻寺の全貌である｡すくなくても,銭城のできた明禾からは,現在

の寺域が確定したのであらうoいまその東隣に接して民国二十年(A.D.1931)以後にできた一宇の

建物と花園とがある｡これは騎兵師令遭其のつくった要岡別聖であるo

1 r左蛋志J)(1808年修)懇三.　　　　　℡ ｢塞岡金石録｣ 69.　　　　　3 ｢雲間金石緑｣ 51･
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序章　堂岡石俳寺

2

石悌寺門前の道を西にすゝむと,おのづから村内に入り,銭城の東門をくゞることになる.東

門をはいると右手に娘々廟があった｡ついですゝむと,第二十洞の南方あたりに財紳廟があったo

さらにすゝんで成城の西門をでると闘帝廟があり,路南に戯基があった｡このあたりは,もうだん

だんと川にちかく,丘をまはってすゝむと,高山銭,左雲にむかふ道は,おのづから川をよこぎって,

南の墓地にのぼることになるのである(本書,節-亀Map2-3)o

これに反して,石俳寺の門前から東にむかふと,龍紳廟のある小湊を左にみて,第三洞ま-め

石野にでるo第三洞の内外に払近年まで寺院があったと剖嘗しく,いたるところに半壊の塵がの

こってゐる｡石造は河原の平地より一段たかく,丘にそって東にゆく｡第二洞,第一洞のま-を-て

東端小渚のま-にいたり,つひに大同にむかふoそのうち第二洞の西に泉があり,また第二洞のな
い

かにも泉があるoこれこそ地志にいふ石窟寒泉である｡左雲四貴の-,あたりの摩崖に遊人の題記

があるのもうべなるかなである(本書,第一番,Mapl)｡

このあたりからみると,部落の平地に楊樹惨蒼とおひしげり,そのあひだに威飴として黄線

の屋根がそびえてゐるのは石悌古寺である｡まさに『朔甲府志』啓三の｢楼閣は暦凌たり,樹木は

蕩惨たり,戯蝕として一方の勝概たり｣といふがどとくである｡

ところが,龍紳廟の小さい谷をのぼると,丘のう-にでる｡一望の高原で,はるかに頓茎がみ

良,道はおのづから永泉相に通じてゐる0第六洞のう-にはひくい土鰻頚があり,なにかと首をか

しげしめる｡その西に丘のう-の土城がある｡土城の東北には,南北にならんで三つの基塔が鮎
TTJ

在する｡南端は租師明公等の開山塔で,高層十九年(A.D. 1591)の建立である｡北端は妙明云云の
:l1                                                             11･

文字のある墓塔で,索頑二年(1629)の建立,中間は無租和尚の基塔,康熱四十五年(1706)の建立で

ある(Fig. 1-5) ｡

3

『朔平府志』巷三には,なは左雪駄右悌寺の促に,つぎのやうにかレ､である｡

麻の東九十鼻の室岡堕にありoまた併客山と名づくoったふるに後貌拓扱氏のときよりす｡

紳瑞にはじまり正光にをはるoすべて七帝にして官十飴年を-たりo親別は夜はだひろLo

もと寺十所あり｡ -を同升といひ,二を重光とレ､ひ,三を鎖国といひ,四を茸国といひ,玉を柴

宿といひ,六を童子といひ,七を髄仁といひ,八を華厳といひ,九を天宵といひ,十を兜率とい

ふ｡そのうち元我につくるところの石係は二十鹿,石客は千孔俳優は高専あり｡惰唐より宋

1 『朔甲府志J) (1738年修)啓三,｢超東故歩,石壁あり,噴水清劉のむペし,行道するもの多くとれたかる,石清盛泉といふ,すな

捻ち,四衆の盛叔蛋墳なりC｣　　2 ｢豊岡金石録｣56.　　5 ｢冨岡金石銀｣58･　　4 ｢芸岡金石銀｣57･
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質問石窟第五洞

元を-たり｡
Fo･yao･Shan yao

併賓山ははじめてきく名であるが,このあたりでは石窟のことを賓とよんでゐる｡紳瑞年間(A.D.

4.14-415)にはじまるといふのは,なにも根櫨のない俗談であるo Lかし,元魂の開饗を｢右係二十

轟,石客千孔,併像蕃専｣といってゐるのは,まさにそのとはりである｡石窟の全部が北魂の作で,

ある｡雲岡十寺の名は,もとより盛時の規模をいふもので,昨今のことではか､｡けれども,それの

もとづくところは不明である.北魂の啓をいふものとは,おもはれなし,oあるひは遼代復興期の尊

名をった-るものであらうか｡

明代では,もとより過境の一銭であったoそんなに併寺のさかんになる規由は,どこにもない｡

銭城が明末の規模であるごとく,石併古寺も,おそらくそのころ以来の結構であらうo

明代は概して北族の入寂でなやまされ,過土の防衛には力をもちひたが,明末の嘉靖,寓暦(A.

D.152211919)のころは,やうやく速郡も充貸して小康変えたo Lたがって,明末から清一代を通じ

て,雲岡石僻寺は府城,大同にちかい名捗として,地方人士の進展をみたものである.第六洞併閣

内にある黍昌元年(1620)｢瀞石悌寺記｣には,高層四十七年(1617)の各石俳寺に遊んだことを記
1 [                                                                   -.1L

し,五言のながい詩を斌してゐる｡これに似た｢進石燐寺｣の詩文は方志の重文志をにぎはし,石

併寺が,この地方の名刺であったことがうかゞはれるoたまたま廉烈帝は,康.lSTL,ut三十五年(1696)冬
01Eat

オイラァト討伐の蹄途この道をとり,十日に左雲,十一日に右僻寺をおとづれ,し､まなは第六洞門

口をかぎる和書の屈曲｢荘厳法相｣(本書,窮三懸,Pl.2)をたまはった｡さうして璽十二日大同にい
V

で,十三日陽高,十四日天銭と,淡路をかさねて北京に蹄澄してゐる｡
M<)ngol

なほ清朝一代を通じて民国にいたるまで,辛./ブル人の巡櫨が多かった｡塞外から五室山に参

詣するモンゴル人たちは,かならずこの右悌寺をおとづれた｡チベット文『普発行願讃』と蒙文経

の版木は,このときに販布する護符のためであった｡また五準洞ま-の贋場は,かれらの快いキャ

1/プ地であったといふ｡

したがって,明末以後は,しばしば石悌寺の補修がおこなはれ,その重修樽は寺の内外にたって
1･

ゐるo　このうち,もっとも古いものは約七洞前の鳩首だけのこった明碑であらうが,これの年次は

不明である｡しかし,第六洞悌閣内には,高騰二十年(1592)の城鐘と順治元年(1644)の蛾耗とがあ
L))

るo清朝になって最初の重修は,朔/Ti府絶骨格萎畳のそれである｡これについては節五胴体閣内に
I:㌔

ある順治八年(1651)の｢重修慧岡大石悌閣碑｣にのべられてゐる｡たぷん窮五洞より節七洞にい

たる,洞前の諸悌閥や堂字を修理したものとおもふo

鷹取帝の行単複は,また借間の霊修がおこなはれ,その翌々三十七年(1698)の｢重修雲同寺砕｣
Tl

(大同知府菜九思唾)が第五洞傭閣内にたってゐる｡ついで,乾隆三十四年(1769)の｢重修雲岡石悌

1 ｢冨岡金石錬｣49 2 『朔平府志』雀一二, r大同麻剖(1776年修)雀三〇,三一, 『jJ三雲志』沓一〇, 『大同解剖(1830年修)悲

一九二〇｡ 3 『朔平府志』怒三｡ 4 ｢冨岡金石録｣50　5 ｢雲潤金石鋒｣53,64･ 6 ｢雲間金石錬｣43･ 7 ｢雲岡金石鋒｣441
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序章　雲岡石蝕寺

】)幻3)

寺碑｣ (僧寂容建) ,成豊十一年(1861)の｢重修大併寺碑｣,同治十二年(1873)の｢重修廟等碑｣が,顔

なじ第五洞,窮六洞俳閣内にたってゐる｡第三の碑は石俳寺現在の山門,鐘楼,鼓接を重修したもの
4)

である｡もっとも最後のものは,第九洞蘭堂内にある民図九年(1920)の｢重修要岡石併碑｣である

が,これは第九洞附近の石俳の補彩をさすのであらう｡

これらのたびかさ怒る修理は,主としで堂字の修理であるが,石偽の修理,補彩もふくまれてゐ

るQその結果,この石俳寺のある中央直は,すっかりあたらしい補彩をかうむり,か-つて北観の原

状からとほざかってゐるoまことに俗悪な補修が多いのは,近世の田舎職人の手にかゝったためで,

まことに遺憾なことである｡けれども,これも石併寺の荘厳を維持しようとする崇併家の心情に

でたことをおもへぼ,かならずしも非難することはあたら患いであらう｡
ら)

石偽寺山門には,ペつに乾隆十七年(1752)の｢重修雪岡大路碑記｣がある｡道路を修理した碑

記である｡武州川にそうた道路は,しばしば夏季の出水に破壊されてゐる｡

明清以後は,ラ-にのべたやうに,寺域は中央群のあたりにかぎられてゐた｡西方群はあれる

にまかせ,一部は民家のうちになってゐたoそれで1940年,ときの敦盛によって石悌寺管理所がつ

くられ,全域にわたる整地がかこ夜はれ,全域にわたって保有低域が設定された｡

いま,石窟の各洞に払それぞれ固有の名僻があるCはたして,いつからついたれどこまで根

波があるのかわからか,が,とにかく参考のため,以下にならべておこうo

石鼓洞(節-洞)

阿甜陀悌洞(約五洞)

俳覇洞(第八洞)

接引僻洞(第十一洞)

準備洞(第十五洞)

菅野菩薩洞(第十八洞)

阿閑俳洞(約十九西脇洞)

寒泉洞(第二洞)

稗迦俳洞(第六洞)

阿関係洞(第九洞)

離垢地菩薩洞(第十二洞)

接引偽洞(第十六洞)

寅生僻洞(第十九洞)

自悌爺(第二十洞)

整巌寺洞(第三洞)

準授関菩薩洞(約七洞)

毘虚偽洞(第十洞)

文殊菩薩洞(第十三洞)

普畢菩薩洞(第十七洞)

阿閑併洞(第十九東脇洞)

第八洞傭掛同の名は,いま明窓のう-にはめられた偏頗にかゝれてゐる0第七洞にも局額があって
(1I

｢西来第-山｣とかいてあるo Lゝま伽藍の中心をなす第六洞直をでゝ･西方第一の石窟であるから

であらうか｡洞の名にみえる傍,菩薩の名は,まったく根城がないやうであるo

4

遼金元時代(916-1367)になると,明清時代(1368-1911)とは･かなり械子がちがってゐたoそれ

は雲岡石窟の復興期で,いまのやうに寺域が中央底に限定されザ溜二十洞までの全域にわたって

1 ｢雲岡金石鋒｣46･　牙｢笠岡金石凱45･　8 ｢芸岡金石錬｣47･ 4 ｢芸岡金石錦｣52･ 5 ｢富岡金石錬｣42･

6順治四年(A.D.164･7)兵部尚番兼都御免馬桂岡の放額である｡
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雲岡石窟第五洞

傍闇がたちならぴ,賓に壮観を鼻してゐたoそれは各石窟ま-に,そのころの樽がしいであったり･

そのころの瓦の出土するのでわかるのであるが,し,まの僧房東部からも,常時の礎石かなにかと
∫)

おもはれるものが若干でゝゐるo雲岡十寺の名も,おそらく,この時代のなごりであらうとおも

はれるQ鋲内外の廟は明以前にさかのぼるものはないが,第酎同の小湊にある龍神廟は,遼代に

おいて,いまよりも,はるかにしっかりした建物であった｡

のみならず,石燐の諸像が修補,加彩されたことは,節十三洞内の刻文(本書,第十巻,PL24)に

｢大小一千八百七十六辱｣ &.修したとあることによっても,その一端がうかゞはれるoそれに,第七

洞,節八洞にみられる泥塑の修補(本書,第四啓,Pl,32,第五懸,Pl･33)紘,その様式からみて,このこ

ろのものとみられるoまた第十九束脇洞にみる光背の雲文や火焔文(本書,第十三巻, PL86,94)紘,

あきらかに遼代の彩色であるoそれに各洞大像にはめられた恩粕陶器の玉眼は,若干のちの修補を

みるけれども,このときにはじめられたものと推定されるoのみならず,すくなくとも中央値にお

ける現在の色彩は,その後数次の追加補彩をみとめるにしても,基本的にはこのときの神杉である

とおもふo

さうし,う修補の事業がさかんであったのに平行して,つひに第三洞の三尊(本書,節-象Pl･

75)とか,第十一洞方柱諸寄(本書,窮八巻,Pl.55)とか,若干のあたらLL､石像もつくられたらしい

のである｡これをもってみても,遼代(A.D.916-1125)の復興がいかに大規模なものであったかゞ

わかるであらう｡それは,もとより達の俳致興隆といふことが基礎にあるわけであるが,そのう-
Chl･tan

遮が契丹族のたでた北方の国で,自然に大同地方が重税され,大同が五京の一になった(lo舶)から

でもあらう｡もとより北貌ほどの盛大にはいたらなかったが,宝殿七年(1038)には大同の華厳寺も

でき,雲岡の石俸寺も全面的に修築されるやうになったのであらう(本書,節一怨,p･35,36)o

それにしても石窟寺の名はどこにもみえないのであるが,はしなくも達の最後,西京大同のWEj

落して,天満帝の西走するにあたり,石窟寺の名があらはれるのは,奇しき図線である｡すなはち,

『三朝北盟魯編』巻五に｢天秤大いにくるしみ,よりで倉皇として雲中府より,石窟寺より,大徳寺
2)

に入り,漁陽嶺におもむき,また陰爽山に鼠入す｣といふ｡これよりさき,北朱の皇鮪年間(A.D,

1060)につくられた『贋清涼博』 (大正大蔵経,窮五一各p.1105)には雲州石窟寺の名がみえてゐるo

雲州は大同のことである｡

金代は酉京の制も,そのまゝおそったほどで,だいたい達の繁柴がもちこされたものとみてよ

い｡元代になっても,いまよりはるかに大規模で,僧侶もかなりゐたらしいことは,はしなくも発見
.}-

された箪四洞内,第三十四洞内の墨書の落書(本書,第十五怨, Pl･ 50)によって知られるD

l栄一取成,林磯育,劉敦楓｢雲岡石宋中所表現的北秋建策｣ (中国哲治昼如意刊,第四懇第三･四期),北京1934, Fig･ 471

2　懇二一に引月ほれた｢亡選録｣にも,これと性ゞ同様の記事があるが,石窟寺歴由の年は促大三年(AD･1123)であるか,四

年(1124)であるか,はっきりしないo

3 ｢芸岡金石錬｣27-40.
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序章　要岡石俳寺

5

さらにさかのぼって,栢唐時代(A.D.58ト907)になると,か-ってなにもわからない｡それは遊

郡の寺院であったからであらう｡たゞ二三の文鹿にあるところをひろってみると,かうである｡

唐の道宣(A.D.596-667)の『磨弘明集』(大正大蔵経,第五二亀p･ 103, 104)には･轟曜造窟のこ

とをのべ,さらに,

今時みるもの,つた-いふ｡谷のふかさ三十乳東は倍寺たれ名づけて壷巌といふ｡西嶺は

尼寺なり｡おのおの石をうがちて癌をつくるo千を寄るゝものより己選者あひつぐo北の石

.崖のうちにおレ､て,七里は高晩をきはめ,併愈あひっらなり,除塵にはときに断癖ありo併像

の数量は,だれかその計をはからん｡一道人あり,年八十｡像に砥することを業となし･-像

ごとに-拝す｡中愈にいたって死し,戸は殖して地に伏す｡石をもって封じ･いまに見有す｡

時代をはかるなしQ朔州の東三首里,恒安鋲の酉二十飴里にあり｡往々来者これをのぶoまこ

とに不思議の頑事なり｡

と｡唐では梅邑(朔嚇)が朔札大同が恒安銭であったo谷のふさか三十里は,この武州川の谷あひ

をいふのであらうo東を整巌といひ,伶寺となり,西端が尼寺となる｡藍巌寺の名は,いま東方群

第三洞の名になってゐる｡凌,るひは,その間に脈絡があるのであらうか｡千人を容れる石窟から･

しだレ､に小さいものにいたるまで,かずかずあり,併像の数は無量であるといってゐることも,唐代

の博聞にもとづくものであらう｡

道畳は『綬高倍樽』(大正大蔵経,第五〇番,p.427)啓一,畳曜樽に別､ても,ほゞ類似の記事をの

こしてゐるが, ｢楠比あひっらなること三十飴里｣といってゐるのは,さきの谷のふかさ三十飴里に

ぁたり,その間に石窟が櫛比するといふのである｡これは,譜が大きすぎて資際にあはないが･ ｢東

預の滑寺はつねに人に供す｣といふのはありうることゝおもふ｡なは｢碑褐見有するも,いまだこ

とごとく陳委せず｣といってゐるo

この｢塵曜樽｣には,蓉喝が石窟逸勢寺にゐたことをったへてゐるo通染寺の名をったへるの

紘,たゞこの一書だけであるが,また同書馨二五碗通のところには,倍明道人あり,北董石窟尊皇だ

といってゐる｡北貌以後は,しだいにおとろ-たこともちろんであるが,暗唐時代には･なはかなり

の盛況にあったらしい｡それが,しだいに衰微して六百年間,遼代には建築の大復啓を必要とする

段階にまで,たちいたったものであらうoその達の復興から現在にいたるまで,また,約九百年間,

かくのごとく寺は荒廃し,信仰もまた地におちてしまったのである｡
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第　五　洞

弟一章　外　壁

〔傍閣〕第五洞以下第十三洞までは一群となり,いはゞ中央群を形成する体書,第-各Map

2)oこれが近他すくなくとも明禾以来,石併古寺の寺域であった｡そのうちでも第五洞から第八

洞までが中心地直で,洞前には,みなそれぞれ悌関があったoたゞ第八洞ま-の併陶だけQま,きはめ

i/ちかいころに崩壊したらしく,その堆積が最近まで洞前KL.あった｡また夢七洞ま-の悌閲も,ま

た現在崩壊の寸前にある｡

たゞ第五洞と第六洞とは-封窟(Fig.ll)であるoそのま-の併閲は,現在でも寺の中心であ

るだけに,まだ堅牢で貌飴としてそびえてゐるoだが,おしいことに,あまり優秀な建築ではないo

参道の-直線上には,第六洞ま-の併問があり,その束となりが,この第五洞僻閥である｡ま-に増

床の前庭があり,左右に東西麻があるo西府は客殿,東府は親書殿である｡南がはは僧房の背面で

あり,入口は西府と僧房西隣の厨房とのあひだにあるo傭関は四暦接で,岩屋にさしかけてつくり

られ,せまい階段があって,のぼれるやうになってゐる｡のぼると,第四暦日には西の解六洞悌闇に

通ずる椿と,東の丘上にでる屋廊とがある｡丘上といっても,こゝはほんとうの丘上でなく,せまい

中間の墓地である｡この基地にそうでひくい岩塵があり,小さい石窟(Fig.22)がならんでゐるo　そ

のうちにはかなりよくのこったもの(Pl.87,88)もあり,また未完成の塔洞もあるが,あまり重要なも

のはないoレ一意第六洞のう-に小さい併殿があり'その西わきに小さい僧房があるo俳殿の本尊は,

たゞの泥作坐傍である｡丘のう-にでると,第六洞のう-揺,なにか建物でもあったのか,ひくい墳
>l∈l-■

丘状(PとS)を差してゐる｡一種の塔婆的意味をもった営造があったのかも知れない｡

備閤軒したには,東に威塑学習(AD.1861)の｢重修大併寺碑記｣があり,西には,これに彪ずる

蒙文碑があるoなかにはいると,東がはに康兜戊黄(1698)の｢重修整岡寺記｣があり,酉がはに順治

辛卯(1651)の｢重修大石併閣碑記｣がある｡また軒ばには,これらの重修記に慮ずるやうに,順治辛

卯の｢大併聞｣の偏頗(Fig.10) ,乾隆四十六年(1781)の｢斯仁至奥｣｢息併永謹｣の届額,成豊七年(1857)

の｢法謹蘭山｣の偏頗,および光緒甲午(1894)の｢四大神明｣,民図十七年(1928)の｢生荷再造｣の届額

があり'=盾正面に光緒二十一年(1895)｢主音常昭｣の偏頗があるoまた内部洞口には乾隆円成(1766)

｢如来聖像｣の窟鶴があり,左右に｢悌境僻地舜建併心成併像｣と｢雲山雪嶺帝賂雲水絵雲城｣の封聯が

あるo順治の屈額は,清初の大修理に際したもので,車戯者としては｢特命絶督兵馬左侍郎柊養畳
Ala5hah

立｣の文字がみえる.また威豊七年の偏頗は,威豊の重修に銀四首繭(約15, 292gr･)をだした阿経書

9
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第一章　外　　壁

0    1    2    3    4    5Jn

第十三関　第五洞俳閣第三居中面闘　Fig. 13. PlanofThirdSto,eyofCaveVPavi】i｡n.

Jasak

礼儀蒐親王の奉戯である｡ (Pl.1-8, PlanI, H)

〔外壁〕外壁は第六洞と-封になって,その中間と繭はしとに,つがう三つの塔形(Pl.3,8,Fig.

6-8,12,第三谷,Pl.6,7,Fig.3)がある｡かなりいたんでゐるため,なん盾あったかは,はっきりしない

が･七厘以上をかぞ-るから,たぶん,九厨塔であったとおもふo門口と明窓があることは,つねの石

窟にみるどとくであるo俳関があるとはいふものゝ,外壁は一様にいたんでゐる｡門口のう-西東

にあたって第五A洞と第五B洞とがある｡さらに明窓東西に俳愈a,b,C,dがある.明窓のう-に

こっの長方形の孔がある｡これは第九,第十洞の梁孔とおなじくあさいものであるが,さらに,その

そとがはに大きな長方形の孔が-封づゝある｡これはたい-んに大きな孔で,かざの手にまがり,

う-にあがってゐる.そのうえの口はみ-ないけれども,第三洞(本書,第-番,Pl.68)のごとく,丘

のう-につきぬけてゐるとおもふ.し､ま丘上にでる東端の隠避(Fig.12)ち,もとは,この種の孔で

あったらしい｡なは,中央塔形の東がはに,迫刻された小さい俳轟が注意される｡

〔門口〕門口のあるところは,まづ一段と外壁引烹りくぼめてゐる(Fig.ll)oそれは不規則な

アァチ形である｡このアァチ形のなかに,また,アァチ形の門口をつくってゐる.だから,この挟額に

あたるところは不規則で,たゞ挟梁と挑発をとりまく脆坐供養者(Fig.14)しかみえない｡扶端のし

た,傍柱にあたるところは,破損と補修とで,なにもみえない｡たゞ東がはは挟端歌形のしたに迫刻

の小俳轟がある｡それから,うちがはに画した繭そでに,浮彫胎盤供養者の縦列がある｡

門口のうちがはは完好なアァチになってゐる｡せまい蓮雑文帝で上下にわかれ,したは,ほそ

ⅠⅠ
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第二華　南壁と東西壁

い角柱にかこまれた塵盲酌こ,鳥冠をいたゞく門神の像をはり,ラ-はせまい洪梁でかこまれた壁面
ElupaP瓦duka

に樹下蹄宝飾をあさく彫る｡天井になると,相むかふ四鰻の飛天とそのあひだに散在する化生

の遊撃を彫ってゐる｡樹下揮発の像は,第七,第八洞のどとく樹下比丘形でなく,併像である鮎が

ちがってゐるo門神は兵故をもたず,たゞ踊曜して勇猛のさまをしめすのみである｡これまで,ち

へをおほふてゐた(Pl.ll)のは,あきらかに康照三十七年の泥像である｡ (Pl.9-17, Planm)

〔明窓〕明窓も,かすかにアァチ形をなすが,天井の部分はなにが彫られてゐたか,破壊のた

めわから夜い(Fig.12,13)｡外壁の破壊は,比故的すくなく,側壁の商はほとんど完存してゐるo東

西とも併癌はなく,千俳をぎっしりとつめてゐる｡その鮎,第十洞(本書,第七巻,Pl.33,34),窮ャ九

潤(第十三嶺,pl.8,9)におなじといへるが,千偽のありかたは,すっかりちがふo東西塵をくらべる

と,西塵の方が完備して,したに供養者列像があり,う-に天蓋装飾があるoそのう-は坐併列鹿

があり,蓮紳帝があり,天井にをはってゐるo東塵は,したの供養者列像を放き,ち-の天宝飾を軟

くo最上の列鹿も,やゝ雄然としてゐるoおそらく,これらの三野はおくれてつくられ,最初の計

童がみだされたものとおもふoたゞ,その原因がなにであるか,はっきりしないo製作の時期は,そ

の様式の大差ないことから,断絶のなかったものとおも-るo

このあたりの製作は,鰹張が豊満で,服制も古式であるから,門口の大部分とともに,第五洞で

も最初につくられた部分だとおもはれるo (Pl.18-22)

第二葦　両壁ミ東西壁

〔両壁〕南塵は,ほゞ垂直にたってゐるが,つよいなかぶくれであるo　これは雲岡石窟にみる

一般的特徴である｡最上は三角垂餅と弧状の暮とからなる天王装飾で,東西の塵までつゞいてゐる

(Fig.16) ｡明窓の左右に,象のになった五静の塔を彫り,門臼のわきには踊躍する高磐の門秤と菩薩

形の供養老とを彫るo明恵と門口とのあひだに,上下二段十六悌癌を整飴とならべてゐるo　さら

に,明窓の左右には,たて一列の併愈,門Jjの左右には,骨ごとに大亀をつくってゐるoそして,だ

いたいにおいて六盾になった東西壁に連絡してゐる｡これらは,あきらかに-様式であるo東西の

塵回とも同様で,一束につくりあげたことがわかる｡やゝほそ手の欝で,額もとから,なゝめにゑり

をつくった中国冠帝式の服制であるo Lかし,まだ｢かけも｣はどれにもみられないo　さうして,偽

鹿も抜歯だけで,ほかの装飾はつくられてゐないo　これに勤し,洪額のう-に陣幕をつくるとか,天

蓋飾をつけるとか,またしたに寅壇をつくり,供養者像を彫りつけるとかした,より装飾的な小愈

(50,51,53,54,55,58,78)がある｡これらは,あきらかに第二次迫刻のもので,時期的にも断絶があ

Ⅰ3



雲岡石窟第五洞
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第十五闘　両壁東方揮彫塔形
Fig. 15. South Wall, East Storeyed Pagoda in Relief.
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ったかとおもはれる｡さうして,かう

いふ併露にみられる坐俳には,一枝

に｢かけも｣の蓉達してゐるのがみら

れる｡

両壁に一隻の塔形(Fig.15)をつ

くることは,めづらしい｡第六洞に

は周塵下府に塔形(本書,第三各Pl.

8,30)をめぐらし,窮十九洞は,西壁下

層に塔形(本書,第十三巻, Pl. 41,58)

を彫る｡左右一隻の塔は,第十九洞

でい-ば併立像の位置(第十三巻, Pl.

12,13)にあたる｡また太和ごろと推

定される窮十一洞から第十三洞内外

の諸愈(窮八巻, Pl.6, 8, ll, 21, 26, 39,

解十三巻, P1.32, 83,98, 107)には,左

右に一隻の塔をもったものが多い｡

しかし,それらの俳轟は,左右に塔形

(pl.2,3)をつくった第三洞(節一巻,

pl.69)や窮五洞から,逆に影響されて

ゐるかも知れない｡

明窓と門口とのあひだを一区割

として,こゝに十六癌をならべたの

は,第五洞が唯一の例である｡しか

し,こゝを一区としてとりあつかふ

ことはふつうである｡第六洞には維

摩文殊封間愈(本書,第三巻, Pl. 30)

があり,節七,第八洞には供養者群像

(節四各Pl. 94,弟五巻, Pl.75)があり,

第九洞には供養者の屋形愈(窮六番,

pl.51)があり,節十洞,須十三洞には

七俳列像(第七番, Pl.41,第十番, Pl.

13)があり,節十一洞には俺坐俳愈



第二華　南壁と東西壁

(第八替, Pl.12)があり,第十六洞には三併愈(第十一啓, pl.65)があるといふふうであるo十六愈十

六俳については,大通智勝燐の世にでた十六沙蘭が,のちに十六俳になったといふはなしが想起さ

れるけれども,こゝのは,それと関係なく,ばしょのつがうで十六鰹になったのかとおもふo

たどめづらしいのは門口左右にある高撃形の門紳(planllI)であるo　このばしょに門神を彫っ

たのは第九洞体署,窮六饗,Pl. 51),第十洞(本書,第七亀Pl.41)以外にみられない｡窮九,約十洞で

紘,し,づれも,なほ矛をもった武神であったが,こゝのは高撃形で,武器を全飴もってゐない｡下裳,

天衣のつけかたもふつうの菩薩,天人の像にことならない｡たゞ踊躍したかたちが,勇猛形といふ

にふさはしいだけである｡このう-の供養菩薩像の-封は,第八洞の門口わきにある供養東天の

倭(本書,第五私Pl.75)が,なにかのt:./トをあた-たのかも知れない｡たゞ,-封のきはだった大

像である鮎が特異なのであるo　その天衣と下裳は平面的に全身をおほひ,衣端はとがって左右には

ねてゐる｡ひだは階段状で,衣文は完全に第六洞ふうである｡貿冠,面貌も戚紳なつくりで,第七,

第八洞乃至塵曜五窟ともすっかりちがってゐる.

南塵諸愈のうちで,いちばん特異なのは西部中層の悌愈(55)である｡大きな五成の頚野座に

三歯がならび,また貿壇の浮彫像が不規則に配置されてゐる｡この傍鹿は,これだけ大きな両横を

しめしながら,この壁面の一般的模式にしたがはず,もかけ座式の第二次迫刻の悌轟であるのは異

例であるoその大きな須新座から判断すれば,あるひは,はじめに二偽並坐の併寵が計毒されたか

も知れない｡それがなにかの事情で奨更され,けっきょく,かういふ三小感がつくられたものであら

う｡ (Pl. 23-38, Plan lV)

〔東壁〕東壁はひどい風化である｡そのう-大きな亀裂が一本上下にはしってゐるo南塵と

のさかひははゞ垂直で,ほゞ直角にまじはってゐる｡しかし,北壁-は自然に移行して,さかひは

夜いoたゞ東壁も北壁も,う-にゆくほど,ま-にかたむき,牛ドゥム状になってゐるo北壁とのさ

かひは,便宜上その大光背のはしをもってしよう｡左の脇菩薩は光背のしたにあらはされ,むしろ

北壁に属してゐるが,左の脇侍僻は大きく東壁の中央にたってゐるoたゞおしいことに,いまある

ものは,みなあたらしい泥像である｡おそらく,康館三十七年(A.D.1698)の修理であらう.

塵両は最上に坐係の列像があり,三角垂餅と弧状陣幕の天丑かぎりがある｡これは南塵と同

校であるoそれよりしたは,蓮擁帝をもって整飴と六盾にわけてゐる.そのうち,ら-三暦は明覚

に.した三暦は門口にはゞ照麿してゐる(Fig.16)｡したの三暦は脇僻によって切断され,南部と北

部とにわかれてゐるC　北部の約-暦は不明,第二暦の上牛は交脚楯扶余(21),第三層は二悌尖挟寵

(19) ,南部の第-層は二悌尖挟愈二(22, 23) ,第二層は二偽尖抜歯(20) ,第三暦は交脚楯扶愈(18)で

ある｡第四暦は大きく二併尖挟愈(ll)があり,その南に坐併突放鹿が上下に二つ(12,13)あり,そ

の北に坐併尖洪愈(14)と交脚尖洪愈(15)があり,また坐悌尖洪愈(16)がある.こゝだけはちょっと

不規則であるが,交脚愈(15)のう-に二併尖供愈(17)が彫られてゐる｡第五暦は南から坐併尖扶

15



雲岡石柘第五洞

東壁　East Wall　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南壁　South Wa】1

第十六固　第六洞両壁および東西壁俳愈配置固

愈(6),二伸尖扶愈(7)があり,やゝ小さい生体尖挟轟が二つ(8,9)あり,つぎに坐併尖挟愈(10)があ

る｡窮六暦は交脚菩薩(1,3,5)と生体(2,4)とを交互においてゐる｡交脚菩薩はもとより楯扶癌,

坐俳は尖挟愈であるが,いちばんかくの交脚菩薩愈(5)だけは,楯状であることがたしかめられな

いoむしろ尖挟寵のやうにもおもはれる｡西壁ではかうした異例が多いが,東壁はたゞ,このひと

つだけが異例である｡これらの俳轟のうちで,第四暦の大森(ll)と上下二愈(12,13)と,第三暦の

交脚禽(18)が,やゝよくのこってゐる｡それによると,いづれもほっそりした奪像で,両壁諸像より

もきゃしゃである｡したがって,両壁よりは,あとからできたやうにおもはれる.(Pl.39,40,PlanV)

〔西塵〕西塵は完全に東壁に封鷹するo　うしろが第六洞で,丘から隔絶されてゐるため保存

がひじゃうによい｡両壁とのさかひははゞ､垂直にたち,北壁の方からは,本尊の大きな光背がのし

かゝってくる｡西塵自身も,このあたりでは,つよくま-にのめってゐる｡右脇菩薩は大光背の下

端にあらはれ,右脇侍俳は,ほゞ壁面の中央に大きくつくられてゐる｡もとより,左の脇侍俳と同様

に,康烈三十七年(A.D.1698)の泥像であるが,光背はまだ,ほゞ完全にのこってゐる.それは,やゝ

こまかい細工の火焔光である｡こゝの光背から,う-にむかって一本の大亀裂がある｡これは天井

にのぼり,つひに東壁の亀裂につながってゐる｡

上下は蓮糎文帝で大層にわかれ,最上には坐悌列像と天蓋かざりとがある｡第-暦(Fig.16)紘

二俳尖挟禽二(16,17),これはかなり風化して,像は泥作である｡第二骨も二俳尖挟愈(15),第三層

Ⅰ6



西壁　West Wa]l

Fig･ 16･ Distribution of Niches on South,

East and North Walls.

第三章　北壁　天井随道

は交脚楯扶轟(14)である｡こゝまでは完全に

東壁に照臆してゐる｡しかし,脇俳立像の北

部は東壁とちがひ,第一暦のほかは千俳愈(18)

になってゐる｡窮一骨は大きな尖挟愈(19)が

あり,ほじ､その構成がみとめられるが,このほ

かにも,二三の尖挟鹿があったらしい｡

第四暦は南から坐併尖扶愈(10),交脚楯

挟愈(ll),二俳尖扶癌(12),坐俳楯扶禽(13)と

い,i､ふうにならんでゐる｡第五暦は坐俳尖挟

愈(6) ,二俳尖扶藷(7) ,坐俳尖挟愈(8) ,交脚尖

挟愈(9)とならび,窮六暦は交脚楯扶露(1),坐

俳尖扶愈(2) ,二併帽扶寵(3) ,坐俳尖挟愈(4) ,

二俳楯状愈(5)となる｡みな束塵同様の,やゝ

痩身の像で,中国衣冠式の服制である｡内衣

の号削またれさがってゐるが,｢かけも｣はまだ費

達してゐない｡全部ほとんど一様で,一束に

しあげられたことがわかる｡たゞ,この壁面

で注意すべきことは,第四暦の坐俳楯挟愈(13),窮五暦の交脚併尖披露(9),第六暦の二俳楯扶愈(3,

5)のどとく,異例の俳寵が頻費することである｡第四暦は尖挟轟を交互におき,第五暦は尖扶余

ばかり,第六暦は楯状寵と尖挟愈とを交互におき,そのかぎりでは賓に整然たる俳寵の配列であ

る｡しかるに,う-の四愈(3,5,9,13)に,なぜ,かやうな典式の専像をおきめたか,これは疑問であ

る｡束壁では,さきに注意したどとく窮六暦北端の-愈(5)だけが,典例であるらしい｡なは第五盾

の交脚悌像は第七洞,第八洞にも例のあることだが(本書,第四雀,Pl.55,71,節五番,Pl.49),このや

うに尖挟盛におさめられたことはないo

う-三暦にはさすがに迫刻小亀はない｡たゞ下方,ことに右脇侍俳のまはりに,それが密集

してゐるo脇侍俳の左肩に二禽(22,23),右肩に-愈(24),右わきに六轟(25-30)以上がみとめられ

る｡みな繊細きゃしゃな式で,南壁の迫刻中歯と同様,窮二次的なものであることはあきらかであ

る｡そのうちの三愈(22-24)だけは,やゝ｢かけも｣が発達してゐるo(Pl.4ト49,Planvl)

第三章　北壁天井隠遁

〔北壁〕北壁は,いっぱいに本尊の大火焔光がひろがり,天井のまんなかにまでかよんでゐる0
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栗岡石窟第五洞

光背のすそに小さく脇菩薩の立像があり,そのうちがはに背後の陸道-のFjがあいてゐるo菩薩

像はどちらも康殿の況作で,原形をしのばすものは,たゞ右脇侍菩薩の実妹形頚光と三角飾の賛冠

(pl.57)のみであるo頚光は唐草文の外政をもち,蓮華文の中心を有し,めづらしい形式であるo

本尊光背はひどくいたんでゐる｡けれども,西部外線の二重の火焔は,よくのこってゐて,壮大

である｡そとの火焔帝は,もとより身光の外縁であり,うちの火焔帯は頭光の外線である｡どちら

も第二十洞大体の火焼(本書,第十四私Pl.20)によく似てゐるo預光火焔のうちは,まづ供養飛天

列があり,つぎに坐併列があり,また坐併列(Pl.52)があるoさうして,そのまんなかが蓮華文であ

るo第二十洞大伴光背にくらべると,帝国がせまく,その数が多い.拳身光のなかは供養飛天列が

あり,肩には火塊があるo

本尊は,この光背のま-に,結緋族生で泰然とすわってゐるo右の足さきが,つよく左の股を

塵してゐるのがみえる(Pl.39)｡稀定の手は,普-にかさねでくんでゐる.栂指をすこしあげてゐ

るので,拘指と第二指とのあひだに三角形の孔ができてゐるo全身うすい泥をもってかほひ･金紙

をはってゐるのであるが,みるところ,だいたいの原形はのこってゐるらしい｡大きな膝,大きな腕,

はった屑に昔時の気迫がしのばれるが,衣文はまったく,かはりはてゝゐる.たぶん,西壁諸寄にみ

るやうに,階段状の衣文があり,両肩から胸になゝめのゑりが,さがってゐたことゝおもふ.したが

って,面貌もほゞ薯態を存してゐて,紋と泥とのしたに,偉大な北魂の原形がしのばれる｡たゞ螺髪

は完全に後世のもの,膝下の蓮蹄もあたらしい.もっとも,すそはすこしうまってゐるから,そこに

紘,もとの蓮韓の座が,痕逃をのこしてゐるかも知れない.

いま大俳のま-にならぶ噂塩と泥像の諸蜜は,みな近世のものである｡おそらく廃館ごろの

ものであらうが,後列の丁零だけは,明代にさかのぼりうる併像とおもふo(Pl･50-56,PlanVIl)

〔天井〕天井は大きく,不規則な楯固形をなす｡本尊大光背は北壁からのびて,天井の三分の

一ぐらゐまで,くひこんでゐる(Planll)o南がはの一過は,また胴がはりだして,まんなかは,すこ

しうちにくひこんでゐるo全面風化して,ひどく剥落するが,周速にそうて飛天の列像のあったこ

とがわかる｡なほ光背のふちにそうて,龍脚のどときものがみられる｡おもふに,約十二洞の天井

(本書,箪十巻,Pl.48)にみるごとを交龍があったことであらう｡(Pl･57)

〔隆道〕隠遁の入口(Pl.55)は本尊光背のした,脇侍蓄蔵のうちがはにある｡すっかり風化し

てしまって,原形はまったくわからないo　こゝからはいると,コの字形になって,北壁と両壁と,それ

に東口の東塵と西塵と,西日の東壁と西塵にわかれる.たかさは約4.00m,床はすこしうまって

ゐる｡天井は,かすかに琴曲して,かまぼこ天井である｡西口西壁から北壁,東口東壁にかけて,倍
pradaks11!a

形の行列がある｡合掌して東方にむかひ,もすそをひき,右癖の織(Fig.17)を修するどとくである｡

行列のう-には,三角垂餅とひだのある陣幕との天蓋かぎりがあるQそのう-には欄間のやうな梶

ぐみがあり,ひとつひとつに飛天を彫ってゐるo天衣をはね,もすそを大きくひるが-した飛天で,

王8
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栗岡石窟第五洞

東の方にむかってとんでゐる｡

これに封し,大僻の背後にあたる南塵には,踊躍してゐる供養者の行列がある｡脚をあげて踊

躍してゐる｡あまり風化がひどいので,天人形であるれ武神形であるか,直別がつかないし,上部

の装飾がすっかりわから覆い｡東口西屋,西日来歴はこれも踊躍形で,手をあげてゐるので,武神か

とおもはれるが,断定はできない｡天井の風化はもっともひどい｡一部分に飛天がみえ,龍脚がみ

え,蓮華がみえでゐる｡しかし,その全鰹の構成は察知しがたい｡(Pl.58-60)

第四章　第五洞外窟轟

1.第五A洞

〔外壁〕位置は,さきにいったやうに,明窓の西方上部にある｡外貴は第三十五洞,第三十九洞

(本書,第十五巻,Pl.62,75)のどとく突抜形をつくり,左右に金剛力士とみられる門神像を彫る｡大き

な鼻,歯をむきだした口,角ぼった限,それに饗冠をむすんだ紐が大きくたちゆれて,勇猛形であるこ
vajra

とは確賓である.だが,身鰹の部分は破滅してみえず,金剛杵の有無もたしかめがたい｡尖挟額に

紘,わりにどっしりした七僻の像があり,扶端には獣形がつくられてゐる｡扶額の雨わきに多面多

腎の像があり,どちらも鳥形にのってゐる｡さらにそのう-は合掌供養像である｡(Pl.62A,PlanVIII)

〔北壁〕この北魔は愈形をなさず,大きな一光三尊僻をつくる｡まんなかの坐俳は大きく,頚

部,両手に破損はあるが,ほゞ完有し,身鰹つきも堂々としてゐる｡衣は全身をおほひ,蛮座に大き

くひろがる｢かけも｣は賓に雄大である｡ひだは階段状で,やゝ平面的にとゝのへられてゐるo衣

は両肩からゑりのやうにさがり,内衣の背が胸ま-にたれてゐるoやゝ夜がめの,したぼそりの顔

だが,量感はかなりある｡(PlanIX)

はそい,やさしい脇菩薩が左右にたつ｡大きな蓮華やうの座をふま-,やゝほっそりした賓珠

形の光背をおふ｡天衣は,両肩をおほふてさがり,したま-で交叉し,大きな環がはめられてゐるo

下裳は,すこしまげられた腰をつゝみ,いかにも動的であるとともに,左右にひらいた大きな足は

どっしりとして,安定感をあた-てゐる｡右の脇侍は頭部だけのこして破損し,こゝに本洞に迫

ずる大きな孔(Pl.25,27)がみられるo本尊の光背は無地で,天井のなかばに達してゐる｡外線の火

焔は,みな近世の彩色である｡脇侍の頭光のそとに,小さく比丘の供養者が上身をあらはしてゐる
Mah云IK己畠yapa

が,一方は老年相,一方は壮年相につくられてゐる.これは,いふまでもなくマ-アカァシャパ(大迦
Ananda

莱)とアァナ./ダ(阿難)とをあらはしたものである｡ (Pl･61-64,PlanIX)

〔両壁〕南塵のまんなかに大きな扶門の入口があるoう-は坐僻の列轟,それに三角垂飾のか

20



第四章　第五洞外窟愈

ざりがある｡左右はどちらも傍の立像,そのう-は象にのった菩薩像と,馬にのった太子像である｡
Samant【lbhad ra Bodhisattva Siddh左rtha

あきらかに普貿菩薩と出家磯城のシッダァルタ太子である｡馬の脚をとって空中をかけてゐるの
Suddhav左sa                                    A畠aka

紘,いはゆる浄居天たちである9僻の立像のうち,一方はアショカ王の前身である子どもたちから,
S引くyamuni Buddha M云71aVa Dip叩kara Buddlla

土でつくった食物をうけてゐる程迦牟尼僻であり,一方は鹿童の布愛供養をうけてゐる発光俳であ

るoかういふくみあはせは第十九洞の諸悌姦(本書,窮十三馨, Pl.66,67)でも,西方第二十八洞(節

十五巻, Pl.33A)でもみいだされる｡ (Pl,65-67,78B, Plan王Ⅹ)

〔来歴と西塵〕東壁は交脚菩薩の楯扶轟,西塵は俳の坐像をおさめた尖妖魔である｡どちら

ち,う-には三角垂飾の天蓋かざりをもつ｡牽壇にはかざりはないが,西塵には,たゞ樺山櫨をさ

しあげた傑傍を小さく彫ってゐる｡坐併寵の本尊は頭部をうしなふが,交脚歯の方は手さきを破損

するのみで,ほとんど完存し,寛にうつくしい｡くらべると東壁の方がしっかりしてゐるやうだが,

｢かけも｣のつよくはねた調子は,よく似てゐる｡折りたゝみふうの楯挟額はめづらしいが,例のな
Vimalak言rti

いものではないo坐僻の左右は,保備にさゝ-られた脇侍たちであるが,そのう-には経歴居士
Ma昆juSri

と文殊菩薩の封閤像があるo (Pl.68-75, Plan IX)

〔天井と床〕天井は格間になってゐる｡といふものゝ,まんなかに大蓮華文があり,のぴあが

った本尊の光背があって,周遊にならんだ八つの格間がみえるのみである｡蓮華は二重になり,そ

とは複鋳,うちは畢雛であるo格闘ごとに飛天を彫り,みな楽器を奏してゐるo　そのうち東北の二

鰹は一組に覆り,一人が太鼓をさゝげ,一人が燈でたゝいてゐる｡つぎは小鼓,つぎは腰鼓,つぎは

横笛,排管,竪笛,螺貝といふ順序になってゐる｡ (P1.76-78A)

床には線刻の蓮華文が五つある｡中央は大きく,玉賄で,四方は小さく,四蹄からなってゐるo

(pl. 64 B, Plan VIII)

2.第五B洞

〔外壁〕さきのA洞によく似た小窟である｡外壁も同様な尖扶額がみとめられるが,破損のた

め力士像も多督紳もみえなし､｡ (PlanX)

〔北壁〕この北壁は, A洞と同様に-光三屠俳である｡案文の馨身光が大きく北壁をおはひ,

天井の中央にまで,のびあがってゐる｡おしいことに,本尊は顔と両手をいためてゐるが,がっちり

した鰹躯に,｢かけも｣が費達し,かなり堂々としてゐるoひだは階段状で,全能はいたって平面的で

あるo脇侍二股は完存し,すらりとした痩身の立像である.かるく腰をひねったあたり,まことに

軽妙であるo頚光のう-に比丘像があって,五尊像になることもA洞におなじである｡(Pl.79,80)

〔南塵〕南塵もA洞とすっかりおなじである｡う-に坐併列亀があり,天蓋かざりがあり,右

に儒童と発光俳の像があり,左う-に象にのった菩薩像のあることまでおなじである.たゞ左にあ

2Ⅰ



栗岡石塀第五洞

る俳立像は茄子がゐないため,はたしてアショカ王前身の供養する樺迦俳であるかどうかわから

ない｡右う-は破損して騎馬像がみえない｡(Pl.81,Planx)

〔束塵と西壁〕これもA洞におなじく,東壁は交脚楯状轟であり,西壁は坐俳尖扶盛である.尊

像の配置も,まったくA洞におなじである｡たゞ所壁挟臥ヒの供養者たちが一列でなく,二列にな

ってゐる鮎がちがふ｡それはこの石窟の俳愈がやゝ小さいたB,上部に壁白が多くなったからであ

らうとおもふ.作ゆきは,絶じてA洞よりも,おとってゐる｡(Pl.82-84,PlanX)

〔天井〕この天井はせまく,1.20mに0.60mぐらゐ,格間はない｡たゞまんなかに蓮華文･東西に

北壁　Nortl- WaI)

東壁　East Wall

_　　一一一■･■■~

I,(I l(1O i.rl1J準等璽璽璽璽竪当璽璽璽璽璽至宝

第十八固　外壁第五a愈測固　　　Fig.18. OutsideWal】,NicheVa.
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雲岡石窟第五洞

それぞれ相よる二鰹の飛天を配するのみ｡いたって簡略である｡(Pl.85,PlanX)

3.窮五a-d寵

明窓の四方に四つの併轟がある.いづれもあさい俳轟で,それぞれ坐併一能をおさめてゐるo

光背が大きく轟内にひろがり,左右の拝しに一二の供養者があさく彫られてゐる｡俳愈aの坐俳は

東壁　East WtlH

ll

t- A , ｢-L-　J oぐrn

第二十一国　外愈第五b愈測闘　　　　Fig. 21. Outside WaH, Niche Vb1
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第四章　外壁諸窟愈

すっかり泥で補修されてゐるが,俳姦bとCとの坐俳は,頭部がよく保有されてゐて,うつくしい.

衣文はおそらく洞内の諸尊とおなじであったらうが,わりにあつみがあり,顔もせるい.火焔光背

のできも雄大で,わりにはやくつくられたことを暗示してゐる｡ A洞,B洞より古く,おそらく明窓

千悌寵とおなじころに,つくられたものとおもふo(Pl.86,Fig.18-21)

4.第二段石窟

窮五洞四暦杖からう-にでたところに,せまい平地があり,ひくい岩壁がある｡いまこれに若

干の窟寵がひらかれてゐて,略測固(Fig.22)にしめすとおりであるo約一一各, Map2では僧房をお

としたが,こゝにはあたらしい小尾がある｡第五C洞は雛六洞上の石窟で,洞口のたかさ約5.15m,

第二十二闘　第五洞第二段石窟卒両国　　Fig. 18. PlanofSecond Terrace, Cave V
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雲岡石窟第五洞

ふかい轟形をなし,北壁に泥の坐俳がおさめられてゐる｡

第五D洞はたかさ2.70mの小窟である｡三壁にそれぞれ小寵がある｡第五E洞はたかさ2.30m

の小嘉で,三屋の三寵がふかいのが特色である｡約五F洞はたかさ1.63mの小箱で,よく似た道政

形式である｡たぶん第五A洞,Bf同とおなじころにできたものであらう｡これから東に節五G洞,H

洞があるが,G洞には第四洞にみたやうな小さい方形の明窓(本書,第一番,Pl.102)があり,H洞は

これより床が0.80mばかりたかい.洞高,前者は2.90m,後者は2.00mである｡

やゝはなれて,方柱のある小霜,すかまち第五Ⅰ洞があるo　これは未完成であるo(Pl.87,88)

5.約五洞東方石窟

第五洞に接して,その東方に二三の小石窟(Fig.23)がある｡観音殿のすぐうらにあたる石窟,

すなはち窮五J洞はわりに大きく,たかさ6.25m,北壁に節四A洞東壁(本書,節-番,P】.114)にみ

るやうな交脚菩薩の大きな像が泰然とすわってゐる｡その東に小森hがあり,つぎに小窟,節五K

洞とL洞とがある(Rub･ ⅠVA)0

0　　　　$　　　　10　　　　　　　　　2P m

第二十三圃　第五洞東方石田平面闘　　　Fig. 23. PlanorEasternCaves, Cave V
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終　　章

第五　洞　の　特徴

1

■第五洞の特徴は,夜によりも坐餅の大敵を本尊としてゐることであるo生体の大像を擁した

石窟は,雲岡では第十九洞と第二十洞であるoいづれも鼻曜五窟中の石窟である｡第十洞はいま

坐僻を本尊としてゐるが,もとは交脚菩薩像であったとおもはれる(本書,第七巻,p.66)oいまこれ

らの三洞一箪五,第十九第二十洞一変比較してみるに,坐俊が大きく膝をはり,石窟内のほとん

ど全回積を占めてゐることは共通である｡したがって前塵の左右がつよく張り,前壁が凸曲すると

ともに,左右塵がなゝめにはしり,せまい後塵につらなるといふ,雲岡猫特の石窟プラ,/ができあ

がる｡ざっとい-ば,梯形のプラ./とい-ようが,ひじゃうに不規則で,ゆるく琴曲し,壁面の交叉

はなしゝo　つまり,窟内に大きくすわった大傍の膝に,一定の間隔をおいてまはる壁面からなるので

あるo抽象的な方形とか,固形とか,何々形で夜く,鼻腔的な大燐のすわった形といふものが,これ

ら雲岡石窟のブラ,/をきめる基礎であるo

後塵もまた掲立してゐない.大体の拳身光そのものが後塵になって,そのまゝの曲線で左右の

塵に蓮薦するo　このことは,立像の窟でも,衛生像の窟でも,原則的にちがひはないo一言にして

い-揺,併像本位にひらかれた石窟空間である｡石窟の形鰹がさきにあるのでなく,併像を彫りだ

すのに必要な-最小限度の-空間が,石窟である｡

しかし,第五洞と第十九第二十洞とを比較すると,やはり第五洞がいちばんゆったりしてゐ

るとい-ようか｡第十九洞は脇僻も脇菩薩もなく,たゞ坐併だけの空間である｡第二十洞は脇傍

はあり,脇菩薩はあるが,いかにもせまい塵団におしこめられてゐる0第五洞のばあひには,いくら
pradaksil-a

か既成の石窟形式といふものが頭のなかにあったやうである.そのう-背後に睡蓮のできるやう
B豆miy互b       K jzil

に隠避をつくってゐる.これは第九第十洞に一致し,またバァミヤァ･/やキジィルの石窟にも共通

したものがある｡第十九,第二十洞がなぜ隊道をつくら夜かったかはあきらかでない.さういふも

のを知らなかったのであらうか,さういふ修鰻を必要としなかったのであらうか,あるひは全然さう

いふことを欲しなかったのであらうか｡いづれにしても,かれらが,大併本尊をつくることに意欲

を集中したことがわかる｡第五洞に在って,計蓋にいくらか,ゆとりができてきたのである.大併
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のほかに随道をかんが-,周塵のほかに明窓や門口の造形をかんが-たのは,西隣の第七,第八洞,

約九,第十洞の影響といふこともかんが-られるが,それよりも第五洞のおくれてできたためであ

らう｡

第五洞生体は両手をま-でくんで,いはゞ稗定の僻である｡それは第二十洞坐僻に一致する｡

第十九洞の坐傍は胸に右手をあげ掌をみせ,膝に左手をおいて衣端をにぎってゐる｡いはゞ拳手形

で,封外的である｡稗定形の内省的なかたちに相対する｡だから,第十九洞と第二十洞の坐僻は,そ

の意味から-封かも知れ覆い｡第五洞の輝定形に封し,第六洞方柱南面の坐係が拳手形であるの

紘,たがひに呼廃したものかも知れ覆い｡いったいに,第六洞は,拳手形が多く,秤定形はほとんど

ない.北壁LF愈にある泥像の蹄定形は,もとより信ずるに足りか,｡

し,ま本尊の坐高15.02mは,瑛尺になほして約六十三尺あまりになる｡北魂の尺もほゞおなじ

とみとめられるが,その足もとがすこしうまってゐるとみて,身長は,その倍約百三十尺といふこと

になる｡つまり,悌身丈六の約八倍にあたる大俳である｡ 『親書』稗老志の著者,鶴牧は,最初の雲

岡五偽の最大を八十尺,つぎを七十尺といって,燐の法量といふものを意識してゐないやうなかき

方であるが,監修者れ工人はこれを意識し,厳格ではないけれとも,とにかく備身八倍の大僻をつ

くったのかとおもはれる｡

しゝま第五洞の本尊がすっかり泥をかぶってゐるため,こまかい形式上の比較をすることはでき

ないが'いくらかかたさ,するどさがとれて温雅になってゐることはたしかである｡第一に第十九

第二十洞ほどのたくましい面貌はしてゐない｡そjLに服共はすっかりかはって,中国冠帝式の衣制

である｡そのことは周塵の併像をみれば,いっさうたしかである｡第十九,第二十洞の西方的な衣

制とは封膳的である｡さうして,このことから,第六洞と一括して,西方諸洞との比較が問題にな

る｡

2

第五洞は,いまいったやうに,大像を中心にした石窟であるが,丙どなりの方柱を中心にした節

六洞とは-封である｡それは,その外塵にひとそろひの塔形をもってゐることによって,あきらか

である｡そのう-,大きさといひ,様式といひ,完全に一致し,-封の同時作であることが明白であ

る｡一般にいって初期係数では,備像よりも併塔が崇拝の中心であった｡それがのちには併塔より

も悌像の方が一般化するのであるが,この時代はちゃうど,そのかはりめであったとい-やうか,そ

れともまた,石窟は塔中心の古い侍続を,夜がくたもってゐたためであらうか,わりあひに塔廟窟が

あるoそれで,こゝでは,ちゃうど法隆寺が尊像をおさめた金堂を左にし,塔廟である五重の塔を右

にしたやうに,奪像窟第五洞を左にし,塔廟窟第六洞を右にLたのであるo　これは,-封霧の多い雲
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岡でも,めづらしい組みあはせで,たゞひとつの例である｡

つまり,第七,第八洞の一封窟でも,第九,第十洞の一封窟でも,乃至は第-,第二洞の-封窟で

ち,みな同形の石窟が-封になってゐるoたゞ第五,第六洞だけは奇像富と塔廟窟とが-封になる

のであるo　だから,プランについてみても,梯形にちかい固形と方形とのちがひがあり,天井につ

いてみても,ドゥム的なものと平頂のものとのちがひがある.たゞ壁面を整序して,併鹿を配置す

ることだけは,両者に共通であるo　またそれに,安置される悌像の諸形式は,まったくよく一致し,

ひとつの単位として,重昭五窟や窮七,第八洞や,乃至は弟九,第十洞に封立する｡

すなはち,併像は,まづ顔がまるく,眉はゞがひろく,磯路もゆたかであるo　いちおう初期の豊

満な肉能がたもたれてゐるとい-るo Lかし,その内鯉はすっかり衣でおははれ,露出した部分は

まったくない｡衣制はすっかりかはってゐる.両肩をおほうた衣は,Ⅴ字形のゑりをつくってさが

り,胸のあひだから内衣の帝をながくたらしてゐる｡両手には袖状に衣端がかゝり,翼のやうに左

右にひろがり,もすそとともに,つよくそってゐる｡薦賓でなく,つよい精神的な表現であるo階段

状の衣文は厚紙をならべたやうにおもく,この反りをいっさうつよめてゐる｡立像でも,坐像でも,

一般にしたほどひろく,衣が二等速三角形にひろがって肉健をつゝんでしまひ,中国の侍続的夜盈

服の形式が,その威厳をとりもどしたやうである｡もちろん,この形式は,さきの右肩をあとから

おはった式が,だんだんと牽化し,ゑりをゑがき,袖をつくり,内衣の帯をたらすといふふうにして

できたものであらう｡しかし,第五,窮六洞では,これをはっきりと定型化し,盈服ふうな形に固定

したところに意義がある｡このやうな定型が成立すると,もう完全にこの形式が支配し,あらゆる

像がみなこのやうに表現されるのである｡

坐像では,結伽既坐した足からたれさがる衣文がある.これが畿展して,いはゆる｢もかけ座｣

になるわけであるが,これの始原的なかたちが,いくとはりもあらはれる｡ほゞ雨足のまんなかか

ら大幅に衣端がたれ,左右につよくひろがる｡さうしてさきがとがり,こゝでも二等過三角形の底

蓮となる｡着衣の罵賓に関係なく,型の美であるo　これが菩薩の立像にあらほれると,ながい下裳

と幅のひろい天衣になる｡天衣は両肩をつゝみ,またときには上勝におよび,Ⅴ字形のゑりができ,

ま-で,ほそくなってⅩ字形にまじはり,肉鰹はあらはされない｡下裳はすそひろがりで,南端がと

がり,それはますます,つよくなる傾向にあって,こゝでも二等過三角形の原理はまもられてゐるo

飛天になるとすこしかほるが,上衣をつけ,下裳をつけ,すっかり全身をつゝむことは,おなじ

である｡そのう-下裳のはしは足さきまでつゝみ,大きな房になってはねか-し,頭上の天衣は,あ

たかもこれに廠ずるどとく,大きくひるが-ってゐる｡たゞし,逆童形の飛天は,やはり依然とし

てみじかい腰衣だけで,やゝ事情がちがふ｡

それから,係の頭部には波状の頭髪があらはれる｡鼻曜五窟,その他初期の石窟にはみないこ

とであるoたゞ第十六洞本尊,第十九朗岡本尊と第七洞北壁下層の俳が異例であるが,前二者は,む
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しろ,なんらかの意味で第五,第六洞式の影響とみられる｡さうして,この波状頭髪は第十一洞外の

XIo轟やXIp愈(本書,第十亀Pl.95,96)にあらはれ,寵門様式につながるものである｡菩薩の貿冠

ち,夜は三両貿冠の形式をおそひながら,三両にみられるものは固形でなく,三角形である｡唐草

のかざりのほかに,蓮華の配されるのが,また特色である.とともに菩薩,天人の額かざりとか,育

かざりとか,乃至は腕輪もほとんどなくなり,まゝ胸の薄板状の顛かざりをのぞかせるのみである｡

この変化は,交脚菩薩像をみると,とくにいちじるしい｡衣が全身をつゝむやうになれば,身鯉装飾

が減少するのは嘗熱の現象であらうo Lかし,いづれにしても,これらの尊像の服装が土著化した

とし,ふふうに解せられる｡

このやうに服装の形式が変化したとき,顔,身鰹の表現もかはってくるのは昔然であらう｡つ

まり顔がほそくなり,屑はゞが減少してくるo一般にし､つて東西塵よりも,南塵の諸像の方がまる

さをたもち,第五洞より第六洞の方がまるいやうにおもはれる｡おなじ要るし潤一-たと-ば第六

洞方柱西南,東商本尊--でも,初期の諸寄にくらべると,顔が平面的になり,顎がおとろ-て稜角的

になり,眼や口もとが単調になる.耳はとくに貧窮になる.身鰹も,眉はゞはあっても,あつみが

足りない｡プロポォショ./はよくなったともい-るが,それはけっきょく,衣文が厭倒的につよくな

り,鼻曜五窟にみるやうな肉鰹の量感が夜くなったことであるo衣文の優美な形式が,しだいに一

般を支配するやう夜形勢にある.

飛天のからだつきに在ると,軽快な痩身になり,大きくうどいて,かろやかであるが,さらに衣

文のひるがへりが,そのうどきをかろやかにみせてゐるo負曜五窟の,あの肥満した重々しい飛天

とちがってゐる｡や､まるみなもたせて表現した逆髪形の飛天も,手足のうどきが大きく,かるや

かである｡

3

さてかうし,ふふうな服装在り,表現の変化は,北親の淡族化の傾向に一致するものであって,太

和年間における宮中衣冠の制定とも,その風潮をおなじうしてゐる.そのことを念頭におき,しか

もこの大規模な,計量的な,しかも迅速な施行をみると,この節五,第六洞の造骨は国家的な事業の

うちでも,とくに朝野のカを集中してつくったものにちがひないとおもはれるo　さうすると,非業

の最後をとげた政文帝(A.D.466-470)の追福のため,孝文帝の初年(A.D.476)につくられたとみ

ることが,もっとも可能性のある推察である｡したがって,太和七年(A.D.483)に滋叫する孝文帝の

石窟寺行幸をもって,その完成とみることは,すこぶる自然な見方(本書,第十三･第十四巷,序章,

p.9)であるといはざるをえ覆いo
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陶　　版　　解　　散

石　傭　古　寺

pl. 1.雲岡石窟中央群および西方群

第三洞の皇へから西方をみわたしたところ,第五洞から

第七洞にいたる砕関がみえ,現在の尊顔がみえ,さらに金曜

五窟以下がはるかにならんでゐる｡重昭五塔のうへは玉皇

閤Y弘一huang-koであり,第八洞のう-は丘上の錦城である｡

むかって左手にみえるのが,戯基であり,これを管にしてす

すむと,山門,すh:はち金剛門に怒るo

第五洞楼閣からう-k:あがり,第四暦から東にでる屋廓

が,こ｣ではよくみえる｡これをう-にでると,また岩壁に

そうていくつかの石塔があるC　と｣を第二段(Fig.18)とよ

ばう.それ蜂,この図版の右上にもみえるとほわである｡

pl. 2.雲問石窟中央群

第五洞から第十三洞にいたる中央群の全貌である0 ,'Aj'f

五,第六洞あたりの岩壁が,もっともたかいoたかいためか,

としは楼閣の屋上のあたりで二段にh:つてゐる0第二段托

すこしひろばがあり,こ｣に第六洞上の′ト建築がある｡そ

の西手にある白壁の小屋は山上の階房である｡それから第

七,第八洞と西-ゆくほど岩壁はひく｣なり,したがって,

第十一洞以西では,丘上に石づみをつくって,壁面をたかく

してゐる｡これは山上の雨水をみちびくう-にも必要な施

設である｡第六洞桜関節四厨から第七洞楼閣k:通する廊IF

･もよくうかゞはれる｡また,第六洞外壁の左右にたつ塔形

ち,こ｣には上年がみえてゐる｡第七,第八洞の左右が塔形

であったかどうかは,まだはっきりしないが, FF'央は碑形の

やうにおもはれる｡第九,第十洞の東方は,あきらかに塔形

であった｡それはこlからでもよくわかる｡たゞ西方は改

造されてなくなってゐるらしいのが遺憾である(本番,第六

餐, p.15)｡列柱のまんなかには),Tt洞山のうへの趨築物があ

り,たぶん天富をあらはしたものかと息もはれる(第六堰,

p･28,第七巻,p･23).とにかく,この前面に俳桜が,一弾に

たちならんだことを息もふと,その壮観のほどがしのばれ

るo h萱草の荘々たる斜面は,とりはらった民家のあとで,辛

皇-の貧弱な石づみa>塀は,石塔群をかこふ噴鼻紙である｡

Pl, 3.石俳古寺仝景

これが石併古寺の現状(本番,第一巻, Map2)である｡石

じきの参道,金醐門,鐘楼,天王.殿がみえ,各洞堂-の俳秘が

みえ,また,むかって右端には南面する僧房がみえる｡

Pl. 4A.石俳古寺門前

B.石俳古寺金剛門

A.石俳寺の門前を西からみた風景であるoむかって左

方に,金剛門以下の撞物がみえ,右方に戯壷がある0日楊の

むかふ把みえるのは,第四,第三洞以東の東方群である｡

R　小さい山門で,石沸古寺の額がかしってゐる｡この門

の左右には泥作の金剛力士像が安定されてゐる｡むかって

左手に,太鼓のなくなった鼓橡がみられる｡

門内東西に二碑あり,乾隆十七年(A.D. 1752)監修冨岡大

路の記を,二つにわけて刻してゐるぐ

Pl. 5.石俳古寺天王殿

金剛門をぬけると,ま正面に天王殿があり,そのh:かに四

天1=.の泥像をおく.普-に玄武岩の獅子があり,旗竿の碁

石がある.天王殿の左右わき把小門があって,つぎの俳閉ま

へたみちびかれる｡

天王殿南面の軒に光緒丁商(A.D. 1897)の偏頗｢威鎖乾坤｣

があり,北面の軒に殖五二年(1724)の届額｢硯身幅国｣があ

ち.殿内の偏頗株,正面が同治十二年(1873)の｢整雀顧赫｣,

東面が乾隆四十六年(1781)の｢息轟不磨｣,西面が同治四年

(1865)の｢整除前困｣である｡

Pl. 6.石他者寺跡轍

屋板ばかりであるが,これで石沸古寺の全貌がみられる｡

まづ,最南端の戯基はみえなtJlが,参道がみえ,金醐門,天王

殿,併秘がみえ,さらに第二段のう-の併殿があって,一直

線になってゐる｡それから,各建物には,それぞれ東西病が

あわ,鼓鎖:,鐘楼がみえる｡天王股の左右にある′ト屋は,どち

らも厨房で,その西につゞく南面の一字は,客殿である｡反
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封に,その東につゞく南面の一字は僧房で,その前面の噂床

がみえ,菜園がみえる｡それから,その左手西面の二暦殿は

観音殿である｡レ､ま究展の手まへにみえる,あたらしい屋

根味,山上の僧房であるo

pl. 7A.石俳古寺観音殿

B.石俳古寺客殿

A.これは第五洞俳桜ま-の東廟にあたる｡めづらしく

二暦殿で,上層k:観音像をまつる｡成豊十一年(A,D. 1862)

の碑記にいふ観晋殿にあたるo

B.これは第五洞俳桜からい-ば西廟にあたり,第六洞

俳秘からい-ば,東廟にあたる客殿である｡したがって,ち

とはなかに坑kangがしっら-てあった｡

Pl. 8.石俳寺第五洞四暦楼

第五洞外壁をおほふ四暦埠である｡前庭には噂をしきつ

め,左右に東西丙廟をつくってゐるo四暦椴は斗鉄のない,

かはった建物で,節-暦はとくにたかく,第二暦は払く1,

第

Pl.9.門口正面

上述の四暦桜をはいると,第五洞の門口になる｡正面に,

｢如孫聖像｣ (乾陵内成正月,A.D. 1766)の届窃がか1わ,宿

に順治八年(1654)の重修雲間大石俳糾弾記があり,左に鹿

無三十七年(1698)の重修富岡寺記がある｡前者は俳関の重

修をのペ,後者は悌剛俳像の荘厳槍飾のことをのぺてゐる.

石窟鉄門は桂と届額でみることをさまたげられるが,アァチ

になってゐることがわかる｡沸門のう-はよくわからない

が,淡紫があり,左右に牒頭がみえ,うへに食草胡脆する天人

がゐる｡扶端のしたは,まったくわからないが,この陶版で

みると,東端の旗頭のしたは,小さい後刻の楯秩鶴があった

らしい｡こ｣は外壁から一段とほりくぼめられてゐるので,

その左右うちにむかった面がある.これには,やはり食草胡

舵の天人がかさねられてゐる｡それは,や1繊細な天人で

あるが,上下にかさねられたところは,第十七洞協大愈内の

浮彫天人(本啓,第十二巻,Pl.25,26)によく似てゐるo(鉄門

高5.30m)

Pl. IOふ,a.門口東側上部

第三,第四暦はやしたかい｡大林には青垣のかざわがあり,柄

端には座視makaraの鴫吻がある｡かはったのは,柱頭にみ

衣,昏巨首をとりつけたことで,その作はいたってまづい｡蹴

面と育巨との瓦宙も紫弱で,重昭があたらしいものしやうで

ある｡結構は明代の制をうけつぐk:しても,細部はみ友藤

代の作であらう｡軒のはしに織の風鍔がかしってゐる｡

第四暦石壁にそうて橋があり,第六洞の四暦桜につらh:

り,また東方は屋廟になって上方-の出口になる｡これをで

ると,大枚のうしろにそうた基地があり,若干の小石窟(pl.

88, 89)がある｡

俳跳前面のirJ_方に蒙文の碑があり,右方に成盈十一年

(A.D.1861)の重修大体寺砕記がある｡後者は地方の播紬が

合力して敬普段,東碓堂,奨解の修理をしたことを,とくに

のぺてゐる8観音殿はこの束廟である｡束縛堂はその南の

僧房にあたり,契糠は戯苗のことであらう｡この碑の題名中

には,阿接着和項特親王が銀四両をおくったことがみえるか

ら,前者の宏文碑は,この漢文碑に封麿するものであらうo

五　　洞

A.こlには排端の駿頭がよくみえてゐるo澗角で,鼻の

まるい青白形である0　日をあけ,歯なみをそろへ,普-脚を充

右たかくあげてゐる｡そのかっかうがやしまのぴして,稗彩

をかいてゐるのはおしい｡秩城取形のしたに後刻の楯秩寵

が上牛をみせてゐる｡獣形のう-には,合笹胡脆の天人-

絹をみる｡これは豊浦で,衣裳はからだに培著し,第八洞式

の像である｡このう-には,絞るかに小さいが,同様な合掌

胡舵の天人がゐるD　これからさきは破扱するが,とにかく

不規則な耕額である｡ (像高0.71m)

B.これは,前陶と直角になった西両の壁であるが,こし

にはさきにいったどとく,合掌胡舷の天人が,上下にかさね

られてゐる｡四段あったらしいがその最上の-鰭がみえる｡

やし繊細ではあるけれども,約八榊式である｡この天人のう

-に大きな蓮華文(Rub.hI)がある｡八郷からなり,子房の

まんなかから合掌の化生aupap孟dukaが上身をあらはして

ゐる｡ (像商0.90m)

pl. llA.門口東側

B.門口西側

扶門の左右に,門神がゐるQ　こ＼にみえるところは,たぷ
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ん皮膜三十七年(A.D. 1698)の泥作であらう｡原作はPl. 12,

13にみられるo門沖の左右は,腔卓い角柱がたち,うへは

蓮妨帝で笹ぎられる｡とのう-には樹下に結蜘する二伸の

坐像がある｡膝のう-で手むくみ,左肩をあらはしてゐる｡

樹は挺々たる枚ぷ抄で,枚端ごとに樹英がつくられ,天井に

いたってゐる｡天井はゆるく轡曲し,楠と楠のあ仏だに,釈

天と三蓮華がちらぼってゐる.みなわわにあさい彫bである

ラ-に,けばけばしい極彩色があるので,督初のうつくしい

軸廓はつかみえない｡

との国でみると,洞内の一部がみえ,洞内常盤にある門紳

もみえてゐる｡その泥作はやはり凍原三十七年のものであ

らう｡ (側壁南東3.00m,西3.20m)

p1. 12.円口東側

Pl. 13.門口西側

左右の角柱と上下の蓮雑文背にはさまれた寝劫に門紬の

像がある｡破抱は,さうたうにす1んでゐるが,角柱には波

状の唐草文が彫ってあわ,上欄には複細の蓮雑文があわ,下

欄には刻線の蓮華文のあることがわかる｡門沖はうちがは

め-脚をふんばり,そとがはの一事で,蓮鵬帯をおしあげて

ゐる｡したがって他の-脚披膝をまげてうかせ,他の一手は

肱をまげて肱にあて,顔面は自然にうちしたの方にむかって

ゐる｡顔はふくよかでまるく,身鰻はふとLDてゐる｡頭髪は

たばねて,う-にあげ,そのう-に鳥巽の冠をつける｡それ

は第八洞(*番,第五塔, P1. 20),第十洞(本番,第七巻,Pl.26)

にみるごとくである｡身髄には革甲をつけ,紐でしぼつてゐ

るらしい｡袖は腕にはね,下裳は,脚にそうて払るがへって

ゐる｡その鮎,第十洞門沖にもかい｡しかし,金剛杵vajra･も

a:いし,矛ももってゐない｡金剛力士vajrap瓦niとい-ない

から,たゞ門紳dvarapalaといふよわしかたがない｡まるい

溺光があわ,大きくひるがへった天衣がある｡あらはに患っ

た腕のや｣かたい表現,繊細な指の平面的なあつか弘に,第

十洞,第十三洞の門紳(本番,第七6-,Pl.28,第十番,Pl.8)を

想起せしめるものがある｡

としには,樹下蹄定の俳(Rub.IA,B)が,相野して-封づし

みとめられる｡樹幹をなかにして,瀕だけは,やlなしめう

ちにむけてゐる｡

い堂,左右の角柱や門紳寵の底に,たくさんの坐併髄がみ

えるのは,みな後刻である｡東側南桂上部と,西側北端上部

とに株,やlと｣のった尖鉄瓶が一,ニみられる｡

pl. 14円口東側樹下輝定坐蝕

挺々たる樹幹(Rub.IA)が,うねわh:がら,たちあがり,頂

固　版解詑7-ユ9

上にパルメット状の樹羊がある｡幹のとちゅうから,四本ば

かりの枝がで1,傘状に樹裁きがしげってゐる.小枝の兜端に

かしはのやうな穀がつくが,それは一枚の鞍では急くて,針

英樹のかたまった張を,あらはしてゐるやうにおもはれる0

枚幹の左右に開手むくんだ群定俳がある｡うちがはの一

億は一年破況して,いま泥で補修されてゐる｡しかし,身髄

は堂々とし,頚もまるく,しっかりしてゐる｡ (樹高2,00m)

Pl. 15.門口東側樹下禅定坐俳

これは四髄のうち,東側南方の-櫨である｡完好な東女

の光背をつけてゐる｡膝を一直線にはわ,腕をまるくまる

めてゐる｡身櫨はゆたかであり,顔はひきしまってゐる｡大

きな額と大きな頬が決定的に芸岡像の印象をつよめてゐ

る｡特別の作といふわけではないが,気品があふれてゐるo

(像高0.90m)

Pl. 16.門口天井

そとがはは削落してゐるが,うちが枚の年分は,よくのと

ってゐる｡たゞ悼しいことは,天人の頭部が,故意にかきと

られた形速を有するととである｡二髄づ｣相射して飛んで

ゐる｡身鰻を弓なりたまげ,顔をおとしてゐるのは,本尊の

方にむかってゐるわけであらう｡食草した手,はねた足に,

いかにもたくまぬうつくしさがある｡すっかりあほはれた

身鰻も,いたって単純であるが,銘品があわ,力にあふれてゐ

る｡

四億の飛天のあ弘だに,まるい蓮華文がある｡レ増,五つ

(Rub.Ic-G)しかのこゥてゐないが,もとは六つか七つあった

らしい｡松組の,むっくりした蓮華で,皇んなか虹合掌の他

生がのぞいてゐる｡ (最大蓮華筏0.60m)

pl. 17.門口天井蓮華文

これは西側の樹上にある三つの蓮華文(Rub.i E,F,G)であ

る｡大中小の三種あるが,選締,他生の形式はほゞおなじで

ある｡たゞ中形のものは,童形の化生が明瞭であり,蓮綿の

彫刻が,とのう-なくするどい｡金髄として,わわあ払平面

的にできてゐるのが盤意される｡ (最大蓮華直程0,60m)

Pl. 18.明窓東側

pl. 19.明窓西側

そとの俳閥からいふと,明窓株,第三犀にE)を払らいてゐ

る｡床に噂をしきつめてゐるので,最下の一部分は,かくれ

てゐる｡ゆるtrLアアチ形の天井であるが,としは崩落してな

33



雲岡石窟第五洞

にものこってゐない｡左右側は,どちらも千俳をもってうめ

てゐるが,西側の方が完備してゐるoつまり,十六謂づ＼十

二段の坐俳があり,中央十六憎分のところに,二俳並坐の尖

扶鶴がある｡尖排鷹のわきに,二憎の脇侍がはってあるoそ

れで俳の総数は百六十六職みな寵がなく,刻線の身光と頭

光とをもってゐる｡もちろん,遷座のう-に,結蜘妖坐する

師走の俳で,通肩である｡胸まへの衣文は,なしめ直線のも

のと,園弧のものとの二梗あり,交互にほどこされてゐる｡

たゞ土牛では,いくらか粗略になってゐるのが注意される｡

この千悌演のう-に三角形の垂飾背があるo　したには椿山

姥を中心にした供蕃着帯がある｡まん恵かの二人は僧侶｡

右は女子,左は男子であるo小さいが,身憾つきはがっちり

し,みな北俵の服炎をしてゐる.さういふ鮎が,この壁面の

この石窟に封する特異鮎である｡つまり,その他の諸像に封

して,古式改称銃をたもってゐるわけであるo

三角垂飾帝のうへには,坐俳をおさめた尖秩偶が,四つな

らんでゐる｡容手形に冠帯式の衣文である｡最上に蓮非文

の一帯がある｡たてに五つ,長方形の孔がならんでゐるの

紘,明障子をはめたからであらう｡

東側は,最下暦が追刻の併寵で混雑してゐる｡上層も,≡

角垂飾がなく,二段になった併寵がならんでゐる｡ (窓高

6.00m)

p1. 20.明窓東側二俳並坐盛

挙手形の二伸並坐である｡西側にくらぺると,やし粗略

である0両のとしのへかたもあらく,衣文もなho　それに,

瑛職の裸形もなく,脇侍もないo　まはりの千解像をくらペ

てみても,この方がはるかに簡略であって,衣文の彫刻がな

いものも多い｡

Pl. 21.明窓東側上部諸愈

上部の北端であるが,こしには交押菩薩の楯排喬と,二俳

並坐の尖秩我とが,一組として上下にかさなってゐるo西方

式の衣で,粗雑な作である.なほ北端の茶所に,したは合掌

胡脆の供奉者を彫り,ラ-は樹下の俳立像をつくる｡めづ

らしいことに,俳のま-に香焼をもった供聾者,足もとに頭

を地につけた供聾者を彫ってゐる｡その国からすれば,定光

俳I)l'paやkala Buddhaと布髪供輩の儲童m和IaVaをあらは

すものとおもへるが,樹木のあるのは異例である｡基壇に,

粗末ながら供薄着たちの像を彫ってゐる｡

pl. 22.明窓西側二俳並坐愈

東側の諸像にくらペると,はるかにこの方が精作である｡

たゞ惜しいことは,ノr三方の俳が頭部をかく鮎である｡のこ

ってゐる顔はするどく,衣文も鮮明である｡愈形,蹴頭もあ

ざやかであるし,かるく立ったjrE右の供聾者も,一種のおも

むきがあるoまはりの千俳はまるく,身欄もがっちりして,

古風なところをとゞめてゐる. (範高0.81m)

pl. 23.南壁

南壁はほゞ直立してゐるoたゞ雲岡石窟の一般にみるや

うに,中央がふくれてゐるQそれは,この箱展からも,よくう

かゞはれるであらう｡う-の明窓としたの門口とのあ弘だ

には,二段に併命がならんでゐる0 -段八寵,聴計十六燐で

ある｡粛啓堂山の第二網では『法華経』(大正大赦経,第九巻,
り

p.25)此城愉晶第七の十六俳があったが,こもでは,そのこと

はあきらかでない.むしろ第七洞,第八洞,第十洞,第十三

洞,第十六洞と息なじやうに,こ｣を-償却として,それに

ふさはしいやうに考案された意匠h:のであらうo　門口の左

右に,たかい彫りの門神があり,また,払くい彫りの供茸者

がある｡それから明窓の左右に,象のになった五暦の塔が浮

彫にされてゐる｡天井に棲しては,三角垂餅と弧状の椎等

があるが,明窓のう-はひどく破損してゐる｡

これ以外の部分は不規則に諸併範が彫りこまれてゐるo

普初の設計になかったにはちが払ないが,一概に後刻とは

いへないやうな悌寵から,たしかに後刻の′ト解離まで,たく

さんにあるo明窓左右の俳免,また,門口左右の併鷹などは

前者であらうQ (壁高15.50m)

l水野,長庶r静堂山石窟』,京都1937年刊,p･21.

pl. 24.南壁上部東牢

この明窓わきの,せまい値域は上下に四段の悌範(1-4)

があるQ　これにならんで,浮彫の悌塔(5)がある｡傍塔の象

は山寂の浮彫のう-にたってゐるo併塔のう-の基白には

神像があり,よこの基所には,小さい悌鶴(6-9)がある｡神

像はあさい浮彫で,胡坐してゐる｡なに碑かわからないが,

逆髪形で,手に長枚をもってゐる｡

最上惟幕のしたは坐俳尖供餌(1)であるo寵下の塵肺帝

は東壁にまはってゐる.坐俳は歩手形で,範内に天人形の脇

侍,癌外に比丘形の脇侍がたってゐる.ラ-から第二層も蓮

解帝は東壁につゞいてゐるo悌範(2)は交脚菩薩の楯秩乾

で,ラ-の併寵と一組かも知れないQ
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pl. 25商壁上瀞商学

とlも陣幕のしたは四段にわかれ,いちおう四俳寵(121

15)がある｡そのあきに塔形(17)があわ,塔形をはさんで東

(16, 18-26)と西(27-82)に緒併銘がある｡塔形のう-a)

塞所は,あさい浮彫の供聾者たちが彫ってあるo供聾者たち

は路盤合掌するが,末にむかふもの,西紅むかふものがあ

わ,後者は西壁の悌寵に屈してゐるのである｡そのうち,塔

直上の-縄は,適変形の供聾紳像である｡また堵わき把も,

塔にむかって脆坐合掌してゐる避変形の神像がある｡

最上の髄(12)は盤僻の尖扶敵第二は交脚菩薩の楯扶愈

(13)である｡それぞれ,したに連綿帝があり,西壁につゞい

てゐるo　いま,この二髄の形式が,一々東部のものに合致し

てゐるのをみると,このあたり株,左右相柄を意固したもの

であることがわかる｡

塔形のしたには,五成の蟹座把のった三沸愈(51)がある｡

これは,とくに繊細なつくりで,下部の追刻′ト寵k:ちかい.

めづらしい形式で,三免はみな坐併像の尖沸鶴,ラ-に共通

の天蓋かざりがある｡尖妹はするどくとがり,かけもは大

きい｡しかも,蟹頓をみると供聾者の群像はあるが,ふつう

にみる列像式ではh:tJ,｡東寵のしたには,林塵にかけた像

が三職ある｡そのうち,右はしの合掌交脚の像は不明であ

るが,左の相野した二確は練磨居士Vimalak亨rtiと文殊菩薩

Ma五ju細との封間らしいo Lかも,その中間にあるのは坐

俳で-,その配置軌まさに第六洞甫壁中央の俳寵内(本番,第

三馨,Pl.81)のごとくである｡銘直の左右は僧形で,そのあ弘

だの-椎は女子の像らしい｡申寵のしたば銘笹の左右に伶

形があわ,つぎは男女の-封らしい｡その左右開場のうち,

右は盛尾をもって坐すから経度であらう｡左の足をくづし

た像は文殊像らしho西鶴のしたは大破してなく,としから

第五A洞a>甫壁がみえる｡

pl. 26.南壁下部東辛

と｣では,まづ門沖と供聾者とが最初の造営であり,その

つぎは四つの大鶴(56-59)である｡なほ,門沖とのあひだに

ある二つの小成(64,65)は,これもほゞ息なじころの作であ

らう｡ところが,上部東端の六乾(49-54),供聾像あきの-

寵(62)は,こ｣の最大俳寵(56)の棲桂にある小寵(60,61)と

おなじ形式である｡第二次の噂刻であることはあきらかで

ある｡

たゞ環念なことには,としの風化がはなはだしく,最下の

諸像は,みな近世の泥像である｡門口あきの供聾者立像は,

やlよく保有され,大破しながらも,なしめうちにむかった

固版　解改20-34

顔面だけはよくのとってゐるo足もとは,もとのものだが,

合掌の手は泥作である.

pl. 27.商壁下部商学

こもでも門神と供聾者像が最初につくられたであらう｡

ついで,二併並坐の三大髄(68-70)と,そのう-の二大寵

(66,67)がひらかれた｡三大寵は東部と腔ゞ帰艦してゐる

し,ニ大鶴は交脚と坐俳で-封である｡東部の大敵と様式

的に一致してゐる｡その他の′ト寵は,また,もう一次あとの

噂刻である｡末年とともに,さうたうにいたんで,最下層は

みな泥作の像である｡

pl. 28.南壁中央部

明窓と門口のあひだは塾然と二段になり,一段に八鶴づ

つ十六の併寵(33148)がならんでゐる｡各段には通じて蓮

縮帝を彫り,あたかも,各寵が蓮塵のう-紅あるかのどとく

である｡最上にと捜しで,弧状にしぼった幡幕(Rub.Hc)敬

つくってゐる｡上段はみな尖秩鶴,下段はみ恵楯排寵o尖扶

額には五俳,もしくは七僻をおさめるが,楯沸額には各直に

蓮華文(Rub.ⅠIA)を彫ってゐる｡しかし,隣はみんな海なじ

番手形であるo (下寵高1.60m)

pl. 29-31.南壁中央部諸俳愈

解像はみな結助決坐,歩手形である｡左の手は,ま-にだ

し衣端をとるが,輩をたれてゐる｡あるひは四措ををわ,あ

る弘は第二指むのばし,あるひは第二指と第五指をのばし

て,小異がある｡通肩で,階段状の衣文はあらく,簡素であ

る｡多く蜂,みな内衣の背をしめさない式であるが,上段の

一越と下段の五髄軌背のはしがさがってゐる｡顔は, ′小ぢ

んまりとして,よくとlのってゐる｡

楯扶額の各国(Rub.HA)には,まうへからの選挙と,患し

めにみた産聾とが,交互におかれてゐる｡尖扶癖の秩端は,

不安定で渦巻だけのもの,なにもないもの息どがある.み

な,い｣かげんに発と白と舷をぬってゐるから,もとのすが

たはうかゞひがたい｡ (上戟高1.77m)

pl. 32,33.南壁上部東西塔

pl. 34A,B.両壁上部東西塔側面

左右一封の塔形は,や1たかく彫られ,ほゞおなじ形であ

る｡たゞ東塔は,象のしたに山東の重盛たるさまをみるが,

西塔にはこれをみない｡堵をにh:ふ象は,ま正面むきで,前

脚と長品とで鼎立してゐること,第六洞の塔(本番,第三車,
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pl.189,190) k:おなじである｡ほそい頭給があり,大きな耳

がついてゐる｡まづ,五戒の蟹座があり,そのう-に五暦の

塔身があるQみなやねは瓦茸で軒にたる費がある｡各層み

な坐俳の二三髄を患らペるが,西塔第一居中窺だけは,二併

並坐像であるQ鼓上のやねに,また五成の安座があり,相輪

をうけてゐる｡剃桂のいたどをには蟹珠形がある｡側面に

は,各層それぞれ盤俳の-範を彫る｡東塔には,頂上にあさ

い彫りで逝変形の神像があるが,西塔には項上と西あきに,

逆変形の神像があり,合掌長臨して,いかにも敬慶なすがた

である｡レ､まこのあたりにある彩給は,まったく近世の附加

物である｡

塔のわき,明窓にそうて,それぞれ二つづ｣の坐伸額があ

る｡ことに東部の二寵(8,4)は大きく堂々としてゐて,おそ

らくはじめの計歪によるものであらう｡衆:ゞわからないこ

とは,こlにも以前に千体などの像があり,それをうちこは

してこの俳鷹をつくったことである｡その千俳のなごりは,

この島尾よりも拓本(Rub.ⅠIc)の方に,よくうかどはれる.

西部の二鶴(14,15)は,ほゞ息なじ形式であるが,や1 ′トさ

く,糊細になり,依稗に照癒してゐないの絃ふしぎである｡

東の上寵(8)は仰襲撃の塵があり,西の上髄(14)は僻運筆の

虞がある｡どの併額も,みな寵内に脇侍をもち,突沸額に過

去俳をもつが,東部下命(4)だけは坐俳をなかにした供準者

群である.瑛端は西部下衆(15)をのぞけば,みな渦懇形で

ある｡なほ,これら併範と塔形とのあひだにも,′トさい僻窮

があり,東部の四癖(6-9)は:,みな畢純な坐俳の央洪銘であ

る｡西部の静鷹は,や1複椎で,そのうちに弘とつの二俳並

生餌(21)がある｡これは洪端に唐革かざわがあり,究壇に

供聾者列像があり,さうして,さらにそのしたに安坐した三

人の菩薩形(22)がある｡手は運筆の雷でももってゐるらし

いが,その参勢からみると,大和七年愈(A.D.483)の観音,輿

至,文殊菩薩(本啓,第八巻,Pl.80)が想超される｡このした

の二愈(23,24)ち,剃杜西の一系(27)ち,供葬列俊の演壇を

もってゐる.その併愈(27)のしたに, -燭だげ俳の立像(28)

があるのはめづらしい｡それは頭上に天萱をいたゞいてゐ

る｡これらの′ト俳範は,だいたいおなじやうな形式で,東部

の四小愈(6-9)とおなじく,中央四大鶴(8,4, 14,15)につい

でつくられたものとおもふo(東塔高4.58m,西塔高3.99m)

P1. 35.両壁中層東端諸俳愈

こ｣の七つの俳鶴(10,49-54)は,いづれも微細きゃしゃ

な形式で一致してゐる｡うへの諸鯨, *央の諸範(35-48)A

りも,はるかにおくれた第二次の迫刻ごあらうB俳範(10)

は坐俳の尖沸寵で, ′トさいながらに天蓋をそな-てゐる｡

併範(50)も天蓋があり,盤俳の楯洪魚,これには俳にかけも

があわ,左右の脇侍が,や1くづれた年蜘であるのがめづら

しい｡俳衆(49)紘,二俳並坐の央秩寵で,蟹頓に符牒な供薄

着がある｡俳愈(51-54)は一組である｡うへの楯洪髄に封

して,したの尖秩寵があり,東の交脚菩薩に射して西の坐僻,

東の坐俳に射し西の二俳並坐があり,みなかけもの費達し

た像である.した二範の尖抗原のあひだには,経歴居士

Vimalakl.rtiと文殊菩薩Man3uar1-との財閥像がみられる.

解離(ll)は,未完成である｡併解く10)とともに,ま-にあゥ

た象IFの山舟形を,うちこはしてつくってゐる｡

pl. 36.両壁東部下層俳愈(52)

甫壁において,もっとも完備した併髄である｡本尊は簡素

な坐併であるが,央秩額には七俳がならぴ,沸端には欲形が

あり,左右にたIDた比丘形の脇侍はいちじるしい｡脇侍の国

光のう-に食草の供蕃天人がならんでゐる｡やi粗略とも

い-るが,作ゆきが囲熟してゐて,南壁輿作の時代を知るう

-に,代表的な作品である｡

左右の柱頭にあたり, ′トさい坐偽の央秩寵(60, 61)を彫っ

てゐるが,これは供聾者わきの楯状範(62)とともに繊細な

作で,第二次の過剰であらう｡ (範高2.35m)

pl. 37.南壁西部下静供養者立像

この供聾者像は,東がはの像とちがって,よくのこってゐ

る｡すらりとした憾姫で,右手に香腔をさlげてゐる｡足

下には,牛固形の遷座がある｡下裳,天衣はうすく全身をあ

ほひ,衣輔は左右に按ねか-ってゐる｡手足はや1大きく,

面貌はほっそりとしてゐる｡三角形をならべた賓冠には喜

輩のかざわがある｡かういふところに香焼をさ1げた供聾

者をおくのは,第十三洞明窓(本署,第十巻,Pl.5)と同港で

ある｡たゞ,これは第五,第六洞式の像,あれは第七,第八洞

式の像であることがちがふ｡

あきの/ト寵は,いちおうみな繊細な形式で,第二次の迫刻

である｡たゞ,授かの部分とちがひ,そのうち若干身i'IBつき

のゆたかなものがある｡たと-ば,供聾者左わきの坐悌楯

挟寵(74),足下の生体尖洪寵(78, 79)のごときはそれで,

これらは,いくらか,はやくつくられたかと息もふo (像高

1.81m)

pl. 38A,B.両壁門口門碑

これは,すっかり,近世の泥柾をとりのぞいたところであ
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る｡かなり風化して,ほとんど細部はみられないが,高額形

の尊像であることはたしかである｡身髄には下裳と天衣を

つけ,ほゞ正面にむかふが,預はB:しめうちにむかふ｡うち

がはの足をあげ,そとがはの足をふんばり,うちがはの手は

衣端をとって腰に,そとがはの手は,蓮華の苛のやうなもの

をもって胸においてゐるoなに静ともtrt-ないすがた,面貌

など,むしろやさしく,天人かとおもはれる｡かたちのう-

でCも神像といふより,門に侍立する供聾者i:すべきかも知

れない｡

まはりに,無数の′ト俸俄があるが,みなひどく風化してゐ

る｡ (像高3･00m)

P1. 39.東壁

東壁は,ぜんたいに風化がはh:はだしいoそれは,うしろ

が山につゞき,西壁のどとく山から隔離されてゐないから

であらう｡甫壁とのさか弘は,垂直で明白であるが,北壁土

のさか弘は不明瞭で,北壁といっしょになって,年ドゥム状に

なる｡たゞ便宜上光背の線で北壁と東壁とをわけて改明し

ようo東壁は整然と六暦にわかれ,各層に澄舶文帝がある｡

最上層は,坐俳の列像があり,天蓋かざりになる｡中心に大

きな立像の脇侍俳があるが,これは鹿瀬の泥作である｡たゞ

像のしんはのこってゐるから,たかさなどは信頼できる.胸

にあげた手も,や1もとの形を想像させるが,光背はすりか

わきえてゐる｡

第-暦は二俳並坐俄が二つ(22, 23),第二膚は二併並坐鶴

がひとつ(20)あり,第三層は交脚菩薩の楯挟俄(18)である｡

これだけは脇俳の南がはにあり,北がはには,第二暦の交脚

等在銘(21),第三暦のこ俳並生餌(19)がみとめられる.

第四盾は,まづ大きく二俳並坐の髄(ll)があり,その甫に

こっの坐伸尖秩鶴(12, 13),北に坐俳尖挟寵(14),交脚楯沸

戟(15),坐併尖秩飽(16)がある｡南の上範(12)には仰垂の

盛(Rub.ⅠIE)が彫ってある｡北の三範は,どうしたわけか不

規則で,第四の二俳尖扶戟(17)は第五暦にく払いってゐるC

との二伸並坐大鏡(ll)は,いちばんよくとものひ,二伸の俳

頭はや1ほそてであるが,うつくしいo　これにも,中音玉眼

をはめたらしく,日にうつろの穴があいてゐる｡尖秩額に

は七櫛の坐俳があり,排端に欺形があり,足下には藤JLのや

うな柱頭があるQ柱は胴ぼそで,いたゞをに渦文のあるの

が(Rub.ⅠIF)めづらしい｡

第五層は二悌並盤の鶴(9)と坐俳の髄(8),それにや｣小

さい坐俳の寵が三つ(8110)ある｡みな尖扶伍である.節

闘版解訟35-41

六暦は交脚菩薩裾挟寵三(1, 3, 5)と坐俳尖挟寵二(2, 4)とを

交互にならべてゐる｡たゞ最北の交脚菩薩寵(5)のみは,精

鉄がたしかめがたいのみならず,どうも尖秩髄であるらし

くみえる｡ぜんたいとして,わわによくまとまり,みじかい

時期の一貫した製作がかんがへられるC (壁高16.06 m)

pl. 40.東壁甫部下骨

こ｣には南部下風第-層と第二暦とがしめされてゐる.

三寵(19,21,22)とも二伸並坐の尖妹寵であるが,みられる

と揺りの惨状で,像按泥作,堂-の瑠づみも近作である｡

Pl.41,西壁

東壁に照願する西壁であるが,促春は雲泥の相違である｡

それは背後が第六洞で,うしろの丘からくる地下水が遮断

され,乾燥状態がたもたれたからであらう｡上下に,たゞ一

事の大亀裂があって,これは東壁の大亀裂につゞいてゐるo

この大砲裂のすそは,一部破損があって,第六洞に通じてゐ

るoいま泥と将で封じてゐるらしいが,この壁(Fig.ll)は,

I,1たってうすいのであるQ

東壁とおなじく脇侍俳の大像がある｡たかさ約7.54m｡

また光背のしたに脇侍菩薩の立像がある｡全面は六暦にわ

かれ,盤然と俳命をならべてゐる｡各層ごとに,超縮帝があ

り,最上層に坐併列像と惟幕とがあるQ第-暦のみは,近時

の泥像でねぎなほれてゐるが,その他は保有がよい｡衣文

はみな通肩とい-るが,弧状にならす,左右のゑりすぢがと

ほってゐる(Pl.48)｡僻寵解像の株式は, tJlたって単純であっ

て,一挙k:しあげられたことがわかる｡通じて,やし繊細の

つくりであることからすると,甫壁よりは,のちにつくられ

たことが賓せられるoたゞ楯秩寵に二俳並坐(8,5)があっ

たり,坐俳(18)があったわ,央#.寵に交脚菩薩(9)があったり

することが,まったくよそにみない異例である｡

また,東壁とちがふところは,協俳立像のう-からあくに

まはって,千俳の小額をh:らべてゐることである｡寵高は約

0.55m｡たゞ第一犀だけは尖沸大鶴(19)があったらしtJl｡

左上部の供聾者列像がのこってゐる｡いま,こ｣にも泥壁を

泊り,給をかいてゐる｡その給を信田すると,この尖淡大

鶴(19)は坐俳があったことになり,そのよこに,上下二つの

尖秩俄(20,21)があったことk:なり,その上寵(20)は二伸並

坐,その下甑(21)は坐俳の一食であったことになる｡たぷん

さうであったらうとおもはれる｡いま千俳寵の一部は破損

してゐるが,光背の左下部紅までひろがってゐたらしいoそ

れから,一皮できあがってゐた光背の一部を彫って,また繊
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細な株式の′ト俳範(22-80)が迫刻されてゐるo　これは,

あきらかに南壁などにみる第二次の迫刻銘であるD (壁高

15.06m)

P1. 42.西壁右脇侍蝕頭部

こlにみる併頭は,すっかり虚無の泥作である｡しかし光

管(Rub.ⅠIG)はもとのものである｡それはかなり繊細なも

のであって,この壁面でも,最後にできたものかとおもはれ

る｡もちろん拳身光であるが,いま,追刻俳寵のため上部し

かのこってゐ忽い｡そとは火煩,うちの国光も火焔,しかし,

そとは,山叔状の火国から,三つ光煩がたちあがってゐるか

たち,うちはゆれてたちあがる燭光を,ねもとでつないだ形

式である｡さらにそのうちは硝定の坐俳帯である｡全部で

十三償還ある｡中心は蓮華文｡身光外線の火焔背のつぎは飛

天背であったらしい｡いま,その天衣の一部がのこゥてゐる.

屑の三角形の部分にQj:,また肩光があったらしい｡

光背の部分に彫りこんだ′ト俳敷く20-23)は,みな繊細で

第二次の作である｡左がはの二寵(20,91)は,央洪寵と楯洪

鶴で-封とおもはれるが,範内は,どちらも坐併であるのが

異例である｡右がはの上愈(22)絞楯秩形で,坐俳をあさめ,

下衆(23)絵絹瑛額だけつくり,あとは土で泊りこめてある｡

右脇俳の,光背そとまはわにある千併鶴は,やlふっくり

してゐる｡みな惑眉であるが,弧状の表文はなく,丙ゑわの

さがった式であるのは,ラ-の坐併列俊と潜なじであって,こ

の洞,この時期の特色であるとい-ようo(光背幅6.36m)

pl. 43.西壁上部

と｣には,ラ-三暦をしめすo　これでみると,西壁のかた

むきぐあひがよくわかる｡近世の彩色がけばけばしいが,

併像はよくとしのゥてをか,よくのこってゐる｡膝の表文が

多く省略されてゐるのは,したからあほぎみられるからで

あらう｡衣は階段状のひだからなり,開府からたれた衣は,

三角形のゑりすじをつくってゐる｡そのゑわのあひだから,

み患内衣の背のはしがたれさがゥてゐる｡光背はたどゑが

かれたもののみで,本葬のもの放ない｡しかし,もともと光

背はゑがlれてゐたのかも知れないo　く最上層商1.70m)

pl. 44.西壁上部

第六暦Qj:,尖沸範と楯秩寵が交互にあり,めづらしいこと

には精鉄寵(3,5)に並坐の二俳を卦さめてゐるo第五暦の

交脚菩薩をおさめた尖洪敢(9)も異例である｡洪額の装飾

はみなあわにあほまかである｡金髄の調子がよくとlのゥ

てゐて,一歩にしあげられたことが想像される｡ (最上層高

1.70 m)

pl. 45.西壁第四静倹愈(13)

坐傍の楯扶寵である｡寵内に三食があわ,左右の間に,防

侍よりも大きい供環者の立像がある｡右わきの供零者は,

有壁門口のそれのどとく,香煙を手にしてゐる｡やlほそ

ての像で,魔はあさい｡弧状の幕はまるく,飛天を息さめた

梶は文がたかいo坐俳の頭総や1ほそく小さい.階段状の

ひだをもった衣文は,両肩からさがわ,肺から袖のやうにた

れてゐる｡膝にも,大きな弘だがあわ,膝のま捻りにしいた

衣端は大きい｡しかし,まだ｢かけも｣にはなってゐない｡

右端にある火焔の彫汝をみられたい｡近時の彩色のあひ

だに,もとの生き生きした琴あとが,うかゞはれる｡ (鋸南

2.20 m)

pl, 46.蘭壁第四暦俳愈(12)

この二併並坐の愈按,まんh:かに,大きな亀裂がと捻って

ゐる｡表文はあほまかで,膝の衣文は省略してゐる｡沸額

に捻,揮定盤傍を中心に,左右から供聾者がひざまづいてゐ

る｡秩端の欺形は頚をまげ,前脚をあげて,第六洞甫壁の既

形(本啓,第三憩, Pl.24,28)を潜もはすo　そのしたの柱頭

帆布をかぶせて,ひきしぼったやうh:かたちであるB (寵高

2.20m)

pl. 47.西壁第四静倣愈(10, ll)

究好な坐燐の尖秩寵(10)と交脚菩薩の楯秩寵(ll)とがな

らんでゐる｡あくの二愈(12,13)よわ披,はるかにすぐれて

ゐるやうである｡交脚菩薩の足下に味,合等胎盤の二階が

ゐる.一方は頻がこけ,老人の相,他方はまる曇るとして壮

年の相,老壮相射せしめたのが注意される｡この本尊菩薩

紘,瀕も手足も,肉つきがとくにゆたかである｡頭上の三角

形を三両にh:らべた賓冠も,堂々としてゐる｡左右の間の

脇侍像は大きさもちが払,手足のとわあっかひが,ぎこちな

い｡弧状の幕や飛天も,あくの楯秩寵(18)にくらべると,

捻るかにのびのびしてゐる｡

坐悌愈(10)の方は,や1ほっそりして,別人の作であるこ

とが,あきらかである｡秩端の牒形,そのしたの大斗をさし

-る逆襲形の供聾者など,や1よわい｡扶額には,縛定盤俳

を中心とした昆亀虫の供聾者たちがゐる｡ (愈高2.2Qm)
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pl. 48.西壁第三昏交脚菩薩免(14)

この海底には,かなり填のたまってゐるのがみられるが,

調査前はみなかうであった.この交脚菩薩の頚は,なかなか

しっかりしてゐる｡頭上には三角形をならべた資冠をいた

だき,足下には獅子を配してゐる｡左右痛には,二人づ｣の

合掌比丘がたってゐるが,みな閲光でなく,資珠光であるの

が注意される｡絹扶内の飛天は,よこながくとび,惟幕の弧

形はつよく恵tJIo (寵高2.60m)

pl. 49.両壁第二啓二沸並坐鹿(15)

したの方の一部分が,風化してゐるのみで,その他はわり

に保存がよい｡二伸並坐の右手軌おh:じく壊手形,左手は

あなじくま-にたれてゐるが,一方は掌をみせ,一方は甲を

みせてゐる｡尖洪額の九俳,扶端の験形もすぐれてゐる｡寵

外左右の脇侍から,瑛額をめぐってならぶ絶坐供聾者は,い

たってにぎやかである｡

この固版には,右脇俳の右わきにある,小さい追刻の併

鶴(25-26)がみえる｡それらは,みな坐僻をおさめた尖洪

俄であるQ (寵高3.00m)

pl. 50.北壁本尊俳坐像

親高約15.00m,鋭然として北壁のま-にすわってゐる｡

まへで手をあはせた稽定の像,右の足さきが,つよく六の股

を宙してゐるのがわかるo金牌に泥の補修があり,金紙を

はってゐる｡巌願の補修であることはあきらかである｡し

かし,だいた1,1の顔だち,耳の大きさ,身椎つきに,もとのお

もかげほうかゞはれる｡手足の指なども,だいたい,もとの

ものである｡螺髪はもちろんあとのものであり,衣文も原

形をとゞめてゐなtnoたゞ鱒会稽を麿するやうな鋭然たる

すがたは,たしかに北塊の啓をしのぶに足りる｡

大きな単身光が,北壁重機をおほひ,天井のh:かばにいた

ってゐる｡したがって,北壁は光背のカァヴにしたが払,左右

壁へ断絶h:く移行してゐる.光背の最下に脇侍菩薩像がた

ち,そのうちがはに背後の隠退にはいる口がひらいてゐる｡

(像高15.Oヨm)

pl. 51.北壁本尊俳坐像上身

払らたい額,払ろい頻,恵がい眉に膚のあたり,かなり北

観の哲を,しのばしめるものがあるけれども,重機に泥の薄

暦があって,原形ではh:い｡螺髪はことに払どtJ,｡耳も大き

さはたもたれてゐるが,細部はちがふ｡tJlまみるごとく退席

であったかどうか｡第五洞内の諸像からは,さやうにかん

固版解詮42-154

がへられるが,さうすれば,ゑわは南方からなしめにさがっ

てゐたことであらう｡たぷん,堂はりの諸像にみるやうに,

階段状の衣文であったとおもふが,そのおもかげはまったく

ない｡

拳身光背の外線は,大きな火煩である｡頭光の外線も,火

焔である｡どちらも,ねもとを弧状に連結したものである

が,前者は焔のし75:に大きな療節をつくり,後者は煩のあ仏

だに,またぺつの遊離した鳩をいれてゐる｡その構成は,節

十三洞甫壁七悌のどの光背(本番,第十巻, Rub,ⅠⅠ)にも似

チ,か-って第二十洞大俳の光背(第十四雀,Pl. 20)に似てゐ

るo頭光火煩帯のつぎは俳葬の飛天啓であるo　つぎは坐併

背,まんなかは蓮華文である｡かなりひどくいたんでゐる.

馨身光内国も飛天啓があり,肩の三角演には,またもえあが

る火煩形がある｡

p1. 52.北壁本尊倣坐像下草

椎定の手はま-でかさぬ,すくふやうな手つきなので,し

た腹のところに大きなくぼみができてゐる｡栂指と第二指

とのあひだに,三角形のすき萱があいてゐる｡こe)あたり

は,石がよくのこってゐるので,ほそい指もある程度まで信

頼できる｡右足の緒が左の股にのってゐるが,このあたりも

よくのとってゐるから,紙と泥の職歴とのしたには,もとの

石がよこたはってゐるだらうと想像される｡たゞし,膝した

の仰避華は,まったくあとの泥作であり,床の敷石,汲噂もあ

たらしいものである｡正面の噂築壇も,みな近世の施設で

ある｡

固版むかって右手にみえるのは,背後の随道に封する入口

である｡

pl. 53.北壁本尊俳坐像頭部

本尊の頭部正面である.風化した本尊に泥の鞄暦をつく

り,金紙をはって修理してゐるのである｡螺髪は全然あたら

しいものQ光背も-放た風化し,尖頂の火焔は,ほとんど給

ばかりである｡

pl. 54.北壁本辱俳坐像光背一部

これは馨身光の内寝にある飛天背a>一部である｡食草し

て基中をとんでゐるが,足のやうすは,よくわからh:い｡第

五,第六洞にみるやうな上衣下裳の飛天で,足をつ1んで払

るがへる下裳のはしはとがってゐる｡天衣もたかくあがり,

さきがとがってゐる｡顔は,や1恵がく,ひきしまった表情

で,なしめに本尊の方にむかってゐる｡
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pl. 55A.北壁右脇侍菩蕨と除道西ロ

B.北壁左脇停嘗菌と隠避東口

北壁の,いちばんおくまったところ,本尊の肱したのとこ

ろに口があって,背後の随道でつらなってゐる｡すっかり風

此して,意匠はまったくわからなくなってゐる｡そのそとわ

普,すなはち光背のしたに脇侍菩薩がたつ｡これもすゥかわ

tJlたんで,いまあるのは単時の泥像である｡右の方は廉無

三十七年(A.D.1698)の作かとみられるが,賓冠(Rub.ⅠID)

2:光背とはほゞ原形をとゞめてゐる｡左の頭部は,たいへ

ん,できがわるく,右脇侍よりも,もっとあたらしいもので

あらう｡ (像高7.90m)

pl. 56.北壁右脇倍音藤頭部

この頭部は,もとより泥作であるが,蟹冠と光背絞よくの

こってゐる｡賓冠の正面と側面には,三角形のかざ抄があ

り,その中間に運筆文がある｡三角形にも痔輩の彫刻があ

り,運聾文には塁がついてゐる｡

光背は蜜珠形の頭光である｡まはわはC字形唐草文であ

り,中心は声葦文,いたって簡単な意匠である｡

右あきに/ト併鶴(27,28)がみえ,左う-,つまり本尊光背

のなかに第二次追刻の/ト愈(29-31)がみえる｡ (光背高約

2.00 m)

Pl. 57.天井

ほゞ梯形をなすが,光背はふかく底過からく弘こんで,中

心に宙よんでゐる｡風化は,一面にはなはだしく,仝倍の構

成はわからないDたゞ,晋巨身の一部と飛天の二三が,西北隅

にみられるだけである｡ (東西長約10.20m)

pl. 68A.隈道北壁西端

B.隠遁北壁東端

隠遁の北壁Cもその西壁,東壁に連統して,おなじ恰形の

行列がみえる｡あたかも本尊大俳に右鰻のi醍pTadak軸aを

修するがごとく,西から束-す1んでゐる｡頭部は,ほとん

ど摩滅してゐるが,なしめま-にむき,足も前方-うどかし

てゐるかのどとくである｡行列のう-紅は,弘だをとゥた垂

幕があり,また三角垂飾がある｡さうして,そのうへには欄

間のやうな一帯があって,その-梶ごとに,飛天一鰻をいれ

てゐる｡それ綻第九第十洞の陳述にみるやうな飛天(杏

普,第六私P1.86,第七怒, Pl.7紬)でなく,第五,第六洞ふう

の上衣下裳の飛天であるo天井は,すこしく轡曲し,重面に

龍と飛天と蓮華の浮彫(Fig.17)がある｡ (随道南4･00m)

pl. 69A.随道南壁

B.随追全景(東より)

A.南がは,つまり本尊の背後である.このやうに払どく

風化してゐるが,それはおそらく武人の行列(Pl.GOB)であゥ

たとおもはれるo角にはほそVl方柱がたってゐる｡

B.こ｣には随道損傷のやうすがみられる｡ま正面は西

壁であるが,こ＼の行列恰も,性とんどきえてゐるa天井の

わづかながらにカァヴしてゐるのを注意されたい｡ (隠避

高4.00 m)

pl. 60A.随遥東口西壁

B.随道南壁東端

A.こ｣は,性そい角柱にはさまれた一画であるo武神の

像があったらしい｡それはわづかにのこる石の画から,片足

をあげ,片手をあU,片手を膜につかねた武神像であること

が療せられるD　これからう-は,北壁同校,三角垂飾と幕の

垂館があわ,つぎに欄間やうのかざわがあったものと,おも

はれる｡

この壁の,つゞ資にみえるの臆大俳の膝であり,さらにむ

かふにみえるのは南壁の東部である｡

B.こ｣もひどく壊滅してゐる｡しかし,片足をあげた列

像であることはわかる｡おそらく,武神の行列像であらう｡

これも右癖の方向にむかってゐる｡ (陸道高4.00m)

弟　五　洞　外　窟　愈

pl. 61A.第五A洞外壁

B.第五A洞北壁

A.これは第五洞外壁の西方にある｡俳横:をのぽゥてゆ

けば第二層である｡その第二暦の西壁が,ちゃうどその入口

にあって,じゃまをしてゐるのである｡
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門口の丙わきには力士像がある｡こはれてゐてよくわか

らないが,頭部だけはうかゞはれるo顧骨のはった,口の大

きな,限の角ぼった顔で,第十二洞門口の力士像(本啓,第九

巻, Pl.48),第三十五洞の外壁力士像(第十五巻, Pl.62)に似

てゐる｡蟹冠をつu-,賓冠の払亀が,大きく光背のう-には



ぬかへってゐる｡

門口のう-は,尖軟額があわ,がっちりした髄格の七俳が

すわってゐる｡扶端株,こはれてゐるが,欺形がある｡その

わきに第八洞門口のやうな多面多階沖(本替,第五馨,Pl.17)

があったらしい｡右あきは金麹鳥garuda kのってゐる｡ヴ

イシュヌVi苧即紳であらう｡な低横顔のまはわ妃は,若干の

供聾者がめぐってゐる｡ (洞E)高1.60m)

B.北壁は俳鶴をつくってゐない｡直接に一光三尊の坐

俳を彫ってゐる｡三尊軌きゃしゃな身櫨つき,複雑な衣文の

龍門式で,｢かけも｣が大きく蓉達してゐるo光背は,たかく

天井のまんなかにいたわ,その意匠は,たゞ外線に火焔だけ

を彫った簡素なものである｡本尊右わきに大きな破壊口が

あって,本洞内部に通じてゐる｡ (像高1.45m)

pl. 62A.第五A洞北壁本尊俳坐像

B.第五A洞北壁左脇侍

A.頭部はかなりいたんでゐるが,口もとは,しっかりして

うつくしい.階段状のひだをもった衣は柄肩からさがわ,ゑ

わのあ仏だからは,内衣の背がたれさがってゐるo不串,手

足もかなりいたみ,修補の孔がいた宜しくのとってゐる｡

B.ほとんど完存し,そのやさしい身髄つきと簡素な衣文

吃,すぐれた手法をしめしてゐる｡瀕はやさしく,眉と目は

かんたんな弧線であらはしてゐる｡三角形と図形をならべ

た蟹冠,その中心には,牛月形をおいてゐる｡下裳は簡素で

あり,天衣は大きく爾肩をつしみ,蕊-にたれて交叉し,餐

叉鮎に,大頚を按めてゐる｡右手は大きく胸k:,左手腔政の

あたりで天衣のはしをにぎってゐる｡大きく足を払らいて

楚華盛のう-妃たち,や1ほそ恵がい庶政形の光背を,せお

うてゐる｡全身にみる発色はもとの彩色とおもはれる｡

(政商0.98 m)

Pl. 63A.第五A洞北壁本尊俳坐像

B.第五A洞床蓮華文

A.との本尊は,龍門式で,かけもが蓉達してゐる｡左右

は膝のしたから,まんなかは足のうへしたから,衣のはしが

さがつてゐる｡平行したひだをつくりながら,つよく左右

に払ろがつてゐる｡左右のはしはとがり,すその線味,盤然

と波状にをbか-つてゐる｡

B.長方形の床に五つの蓮華文(Rub.mB)が彫ってある｡

練刻だけで四を晩ある弘は五姫の梗概聾で,安に整然と彫

ってある｡しかし,とれからさらに立髄的に彫ってゆくもの

図版触診55-67

か,それとも,とれだけで完成したものかはわからない｡た

ぶん完成してゐるのかとおもふ0第九第十洞の前庭(本番,
1)          2)

第七馨, Fig.37),馳門賀陽洞,轡堂山第五洞にも床上叱責肇

文の装飾がある｡ (東西長2.10m)

1カ噌Y･,長浜Fl鞄門石窟の研究J),宋京1940年刊,Fig. 13.

2　水野,長洪『響堂rLr石窟山家邸1987年刊, P). XXI王Ⅰ.

Pl. 64A,B.第五A洞北壁供養比丘

どちらも脇侍菩薩の光背のう-にのりだしてゐる供聾者

である｡ -埴づlであるから,したの三尊にあはせて,五尊

像とみるととができる.一方は老年相,他方は壮年相にし

てゐるから,のちの大力ァシャパMaha-K豆gyapa (大劫斐)と

アアナンダ互nanda(阿雄)を脇侍とした五母像に一致する｡

いづれも簡明な刀粒で,純朴な衷情をた1-てゐる｡

Pl. 65.第五A洞南壁上部東牛

Pl. 66.第五A洞南壁上部囲牛

天井に接したところに,三角形の垂飾をつくり,そのした

に,坐俳の列寵をつくる｡鮮定の俳であるが,胸まであほふ

た式と,開肩からゑわをつくった式との二種類がある｡それ

からした味,アアチ形の鉄門になるが,その左右上部に相む

か払あった騎象の菩薩像と騎馬の太子像(Rub.lV c)とがあ

る｡後者は,馬の四脚を飛天がさlげてゐるので,出家股城

の太子であることがあきらかである｡鞍,鐙,泥降をこまか
り

くあらはし,北観の仮韓泥像にみるごとくである｡うしろ

から鱈藍をさしかけてゐる人物があわ,まへは合掌の群集

がゐる｡前者は象妃のってゐるから普資菩薩Samantabhadra
望J

と解せられる｡うしろから給蓋をさしかけること紘騎馬像

に息なじであるo合掌群に封し,こ1把は奨天群がある｡重

機k:発色をねび,もとからの色彩をっ允へるものとおもは

れる｡ (範高0.Son)

l　隠都舌閑静泥像抽匝』,夢二,鰐固執東京大塚工酢酸1933年

刺, Pl. 14, 15, 87.

巴　督兜等隆の像は解十=A洞(本番,鰐十各,Pl.112A)にもあっ

た○節九滴の騎数億(本弘鰐六懸, PJ･卑)ち,げっきょくは普盟等薩

と解すべきやうに軸もはれる｡

Pl･ 67A･第五A洞南壁下部未申アショカ国挽像

B･第五A洞両壁下部西や倍量本生像

A･大きな拳身光を背息ひ,まるい盛をふんまへた俳の

立像である｡脚を左右に払らき歩行してゐるどとくである｡

おしいことに,頭部と馨手の右手を放くが,査身をおはふ衣
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文は堂々と,しかも,亀然とつくられてゐる｡左手に併鉢を

もつが,これによじのぼるがごとく,三人の童子が相かさ衣

ってゐる｡その最上者がアシヨカAgoka(阿育)王の前身であ
1)

らう｡わきに,合掌してたつ比丘像があり,まるい預光を潜

ふ｡頭光う-にも比丘の食草像がある｡ (像高0.67m)

B.東学のアショカ図線像に風膝する俳の立像である｡大

きな光背をあひ,蛋紘省略して蓮解をみないが,選択かとお

も捻れる｡大きh:足を払らいてあゆむがごとく,足IFには,

払ざまづく儒宝m叫avaの頭安をふんでゐる｡おしいこと

に頭部をうしなふが,仝身をあほふ恰衣の衣東は堂々とひ

ろがってゐる｡

わきにたつ合掌比丘像は前者に潜なじである｡ (像高

0.62 孤)

1水野清一｢覇岡石窟に於ける二三の四枚像｣ (勿田好士項帝記念

東洋史論碑),京都1950年刊, p. 867- 869.

Pl. 68.第五A洞東壁相扶愈

払じゃうによくとlのった交脚菩薩楯秩範で,保有もたい

へんによい｡全面の朱色もよく保有されてゐる｡三間に三

尊を配し,楯秩額(Rub.ⅠVB)は,犀風ををりた1んだやうな

意匠,その一々の梶に坐俳を配してゐる｡洪額のしねは,孤

状にしぼった幕で,それにかさねて,喫格をもった比丘の列像

があるo楯坊のう-,左右にも合掌の供聾者たちがたち,そ

のうへに三角の垂飾帯がある｡たどし,宋唖には,なにも彫

られてゐないo (像高1.00m)

Pl･ 69.第五A洞東壁相扶愈交脚像菩薩

Pl. 70A,B.第五A洞東壁楯決意頭部

痩身ではあるが,肉確のさばきは:,かなれよくあらはされ

てゐる｡その艶龍門の諸像と,いさ1かちがったものがみ

られる｡下裳は脚に密著し,そのすそは姦座にたれて,左右

に払ろがわ,するどい兜鳩にをはってゐる｡天衣は,両肩をあ

ほ払,まへで交叉するoそのう-,胸には平板の演かざりが

あり,また玉をつらぬた頚かぎ抄がある｡手は右をあげ,左

でうけた式であるが,おしいことに後者をうしなってゐる｡

顔つきはやさしいが,よくとlのって威駿がある0日はふく

れたう-に,一本の刻線をほどこすのみ,すこぶる簡明な表

現である｡蜜冠やlたかく,三角形敬三面におく式である

が,正面は坐俳の光背になり,そのう-に,新月形をのせて

ゐる｡三角形のあ弘だにはパルメッ71の意匠をいれ簡素な

がらすこぶる高雅である｡

足は大きい,指も夜がい｡雨足をうけて,上身をあらはし

た地母沖がゐる｡天衣をつけ,究冠をつけ,天人形である｡

地母沖の左右に,一封の獅子がうづくまわ,大きな口を払ら

いてゐるの蜂,ものすごいかぎりである｡ (像高1･00m)

pl. 71A.第五A洞東壁相放念右脇侍

B.第五A洞東壁裾扶愈左脇侍

右脇侍味,左手に香焼をさ1げ,右手削向においてゐる｡

左脇侍は右手を胸に,左手を股にあてlゐる｡どちらも,天

衣と下裳が,ほど全身をあほ払,交叉する天衣に大環をはめ

てゐるB足は大きく左右にふんばり,顔は簡明で,三角飾に

新月形をのせた賓冠をtr･たゞくo光背は蜜珠形の頭光だが,

やしながてであるo光背央頂の左右に,それぞれ,二人の合

掌供聾者がゐる｡

pl. 72.第五A洞東壁相扶愈裾挨額

こしにはをbたlみ式の意匠をもった楯瑛感知,'ある｡さ

うして,その突出した正面にあたるところに,盤俳の像があ

わ,つどう九儒をかぞ-るo　まづ,まん急かをみると,そこ

にはすわった俳像が方形のうちにあるQ　この方形はあたか

も突出してゐるかのどとく,さうして,左右の側面はあたか

も潜くまってゐるかのどとく,な1めにはいってゐる｡これ

から右の方は坐俳のある方形が,や1右方に突出してみえ

るやうに,側面がな1めうちにあらはされるQ　また,これよ

り左方は,やl左方に突出してみえるやうに,側面が政1め

うちにあらはされる｡これが,いかなる意匠からでたかわ

からぬが,バ/レコ-イの突出をこのやうにあらはしたものが
])                2)

ガンダァラ彫刻のうちにあり,またバァミヤアンの壁登やキ
S)                   J[)

ジィルの壁壷にあり,また敦燈の壁歪にもあるから,さうい

ふ意匠から脆他したものかとおもふ｡

俳像は,目鼻をつくるのみで,資に簡明な彫像である｡し

たの喫路をさ1げた比丘たちの像も,潜なじく簡明な彫刻

である｡

1 A･ Fbuche'J LlanJ Gdco･boudd7uygIW du Gand/Ta71aJ Paris 1905>

Fig･ 100･

2　3. Hacki工l, NouyeZZes rfClMrC/ws GrC肋Zogl'QueS L2 BTlmか万n (MB･

moire de la d点1亀ation arch由logique Fran申ise en Afghanista7), ⅠⅠⅠ)

Paris 1933, Pl. XVI.

S A. Granwedel, A〟･彪肋ALT, Berlin 1920, Pl.トVIII.

4　P. Pelliot, Touew･hcZea72g, Tome III, Paris 19BO, Pl･CLXXIX,

CLXXXVI.

Pl. 73.第五A洞西壁尖扶愈

東壁に廠する坐俳央秩鶴である｡おしいことに本尊桧扇

をうしなってゐる｡右手は参事,五指をのぽした形式で,左



手はま-たたれ　第三緒と第四緒とををbまげてゐる｡衣

端をqcぎってゐない｡これも,あたらしい俳の形式で,い皇

はうしなはれてゐるが,との石清の本尊も,おそらく衣端を

もたぬ形式であったらうとおもふ｡階段のある衣文はよく

金身をお旺払,遵塵,さらに方墳をもお経うて下袋がたれさ

がってゐる｡その｢かけも｣蜂,大きく,払じゃうに毅然とし

てゐる｡

左右味,悌儒紅さ｣へられた脇侍,そのう-把文殊と経歴

の像がある｡尖洪額には,七俳の坐像があわ,洪端にはふわ

かへった既形があるD　さらに瑛額のう-は合掌高留の供聾

者たちとなり,最上は三角形の垂飾である｡蜜壇には,たゞ

博山姥をさしあげた悌借がみとめられる｡東壁虹くらぺる

と,重職として,やし裟作がおちるやうである｡ (像高0･75

qilE

pl. 74A,臥　第五A洞西壁尖扶愈脇侍

右脇侍は左手をあげ,まるいものをさlげてゐるo蜜珠

C呈nt五m叩iであらうか｡右手はたれて衣端をにぎゥてゐる｡

左脇侍は,右手を胸におくのみで,左手はさげて衣端をたぎ

ってゐる｡蜜冠は無装飾,天衣にはひだがあるが,下裳には

ひだがh:い｡足IFに,払ろい板のやうなものがあり,と九を

さしあげて,はだかの像偏が手足を払ろげ■てゐる｡

pl. 75A.第五A洞西壁尖扶愈文殊像

B.第五A洞西壁尖扶愈経歴像

A.これは坐併寵の上弓軌妹端牒形の右わきである｡正面

むき,安壇に坐す等薩像である.たゞ拳手形で,左手も第三

指以下をを抄まげ,第二指をのぼし,なにももってゐない｡

これだけでは,恵に像かあきらかでないが,反射がはに経歴

像があるので,文殊像とかんが-られる｡ ｢かけも｣は大き

く,蟹頓にか｣ってゐるo

B.こ1には,維摩居士Vimahk‡rtiの像が,こまかくあら

はされてゐる｡まづ惟幕をたれた林帳のうちである｡それ

紅蓮塵をつくり,倣脚のJLをよこた-てゐる｡きものには,

帝をしめ,管に襖衣を払ウかけてゐるoすそは大きくたれて

蓮塵をあほ払,かけもの形式をとるo右手には,大きな盛尾

をもってゐる｡戚尾は,もちろん蚊虻をおふものである｡併

典では梯子vyajanaといひ,馬尾,施尾をもちひ,その制は脇

侍菩薩のもちもの(本替,第十巻,Pl.62)にみられる.鹿島は,

それと制を異にし,盛,すなはち四不像Elaphurus davidi-
1)

anusの尾でつくられ,屍のどとくである｡正倉院にその避晶

があり,けだし中国の制にもとづくものであらう｡ F'晋昏』

固版解改68-78

奄四三に,王充の確執三桁の鯨があわ,それ虹は｢たゞ老荘

を談ずるを串とし,つねk:玉柄の盛尾をとる,手と同色な

少｣と,静醜填族の風姿が,その恵1経歴居士のすがたたう

つされたのである｡

と｣に蜂,頭をうし患ったが,幼顔上の坐俳がみえ,まh,

そのうへの合草紙坐天人がみられる｡これは破損がほとん

どなく,作もすぐれてゐる｡また,その左わきたみえる菩薩

頭と比丘のすがたは,北壁本尊の右脇侍(Pl.64A)である｡

I 『正倉院御物国政皿鰐十一砕,東京1938年刊,Fig･42･

Pl. 76.第五A洞天井

天井は格天井,まんなかに蓮華文(Rub.ⅠⅠIA)がある｡そ

の蓮華の中心まで,北壁の本尊光背が,のびあがってゐる｡

それで,まはわに八つの格間がみえるが,各間に一人づ1の

飛天がゐる｡それらは,みな奏米の天人であって,西北隅よ

りあげると,螺見藍笛,排管(苗),横笛,腰鼓,鏡欽(?),太鼓

と滋である｡つまり,東北隅の二人は,共同して太鼓をうっ

てゐるa)である. (東西長1･65m)

pl. 77A.第五A洞天井東北隅

B.第五A洞天井西北隅

A.この二間k:軌太鼓をもつ飛天と,その機をもつ飛天

とがむかひあってゐる｡二人で太鼓をうってゐるのである｡

どちらも上身をおとし,直立し,しかも下腹部以下を水平に

をりまげてゐるo股をのぼし,膝むつよくをわ,そこに下裳

の大反樽をつくり,つよく飛期するいき揺ひをしめすので

ある｡瀕つきは,いたって平明である｡

B. -は城見をふく飛天,つぎは藍笛をふく飛天,どちら

もほゞおなじ姿勢で上磯を海こし,左股をのばし,右股を皇

げ,膝もつよくまげてゐる｡下条のはしは,膝うらよbh資

性ひよくたがれいかにも杢中を飛朔する騰勢である｡

pl. 78A.第五A洞天井蓮華

B.第五A洞商壁上暦列愈

A.大き改選華は二重k:なってゐるoそとは複賂うちは

畢鯛で,肉はあまわあつくないo (直待0･65m)

B.甫壁上暦に,十佃の坐俳列髄があわ,その#.門上の三

髄をしめす｡左右は,胸に衣をまいた式で,衣文は親にまは

る二本の弧線と胸にさがる二本の垂線とよわなるo典昭五

塙の内外で味,終末期とおもはれる千併小瓶(容啓,第十三

塔,Pl.8,9,97,119-122)によくみる形式である｡まんなか

味,丙屑からゑわをつくった形式で,右腕にかしつてゐる｡ま
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質問石窟第五洞

兜各髄のあひだには,三角垂節のう-吃, ′トさい坐俳を彫っ

てゐるのがめづらしい｡

pl. 79.第五B洞北壁本尊坐俳

前者によく似た右肩で,北壁に味,病魚しの一光三尊俳が

ある｡錯簡はいたんでゐるが,身鰻つきは堂々とし,耀格も

A洞本尊坐俳よりがっちりしてゐる｡しかし,おなじやうな

階段式の弘だをもった恰衣で,かけもは膝した,足の上下か

らたれてゐるが,この方はやし幅がせまく,すそのさばきが

ほとんど水平にそろひ,いくらか古式である｡手味,こはれ

てゐるが,おなじやうに挙手と垂手のかたちで,衣端をにざ

らなかったものと舟もふ｡

蓉身鬼頭光をもつが,火燐形はみなちかごろの彩色であ

るD夜にぷん,せまい壷なので,右脇侍はうつってゐるが,塞

脇侍は,このとほりみえない｡ (俊高1125m)

p1. 80.第五B洞北壁右脇侍

すらりとたった痩身の協侍である｡大きなまるい座をふ

んまへて,力づよく立ってゐる｡下裳は大きくたれ,天衣はそ

のまへに交叉してゐる｡身髄を,すこしひねり,すこし右脚

むうかしてゐるやうにみえる｡胸にあげた手も,腰にあて

た事も,指をつよくをりまげて異状である｡頗味,ほっそり

してゐるが,しっかりして気品がある｡変改光背はいたって

ほそく,水牛形とい-る｡

むかって左手にみえるのは:,みな西壁の諸像である｡ (像

高0.75m)

pl. 8lA.第五B洞南壁東上都督貿像

B.第五B洞南壁西下部儒量本生像

A.これは出家職域の騎馬像に封する象にのった像であ

る｡晶をたれ仲立する象に,よこのりして,正面をむいた俊

である｡舟しいことは顔面のこはれてゐる齢である｡しあ

げられてゐないのか,塔あとをのこした,お旺まかな彫漁で

ある｡ (俊高0.30m)

zi.門口のわきにある｡アショカ国線の揮迦像S孟kyamuni

Buddhaに封する発光俳Dfpazpkara Buddhaであらう｡し

たに,あさい彫りであるが,合掌除坐した儒童mさゆavaがみ

られる｡その頭髪は,ながくのぴて,俳の足下にある｡僻は

国産のう-にすっくとたち,なlめうちにむかってゐる｡や

や痩身で,衣は衣端をとがらしつ1垂下して,全身をつしん

でゐる｡とがった砕身光は索文である｡ (像高0.55m)

pl. 82.第五B洞東壁相扶愈

これも, A洞東壁によく似た交脚楯坊愈であるが,作はす

ごしおとってゐる｡楯状頻はおなじやうなをわたlみ式の

意匠で,そのうちにあさい彫りで生鮮があらはされてゐる｡

扶額のしたに,項路をもった/ト俊がならぷoほとんど頭部を

うしなふが,化生であるにちが払ない｡扶額のう-には,令

掌の供聾者がたくさんゐる｡合計十八人,性とんど,みな恰

形であるQ

本尊菩薩は,頭部をうしなふが,手は蓉手形と垂手形であ

る｡後者は第三指,第四措ををわ,その他をのぼしてゐるら

しい｡衣文は簡素で,天衣の交叉軒に大環がみとめられる｡

足下に地母蹄があわ,左右に獅子がゐるが,いづれも摩滅が

ひどい｡たど,獅子の後脚をあらはし,全身側面がみえてゐ

るのがめづらしい｡左右の脇侍も,作ゆき本命にかなひ,早

やゆったりした身稽つき,そのう-の飛天も,わわにまる誉

るとしてゐる｡

さらに最上層には,ひだをとった惟幕と,三角垂飾がみ

られる｡これは南壁,西壁にもまはってゐるのであらう｡

(像高0.78 m)

pl. 83.第五B洞両壁尖扶愈

これもA洞西壁に,よく一致する｡本尊坐俳は頭,両手を

うしなふが,全身を息ほ払,安堵にたれさがる衣裳はうつく

しい｡左右には,合掌の菩薩がたち,そのう-には文殊と経

歴の野間像がある｡秩頚の坐俳は,み忽頭部をうしなふが,

七慣あり,供端には放形をみる｡秩額よりう-味,みな合掌

の高撃像で,沸教十九人であるo (像高0･58m)

pl. 84A.第五B洞西壁尖扶愈文殊像

B.第五B洞西壁尖扶愈経歴像

A.正面正座の文殊菩薩Maiiju細である｡頭部をうしな

臥,表文娃略されてゐる｡頭上には,陣幕をつくってゐる｡

zi.忽1めに坐した練磨居士Vimalakfrtiである｡いたっ

て簡素h:つくりであるが,手には威尾があり,わきには験脚

のJLがあり,管には襖衣がみとめられる｡頭上に惟幕のあ

ることは,文殊像におなじである｡

鉄端の飲形は,この園版でよくうかどはれる｡

Pl. 85A.第五B洞天井

B.第五B洞天井西部飛天

A.北壁の本尊光背が天井の中心にまであがること周壁
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最上層に三角垂節と弘だのある惟幕をめぐらすととが,こ

れでよくわかる｡天井のまんなかには蓮華史がある｡一畳

の複甜蓮華で,まわりに三重の園田がある｡左右,つまり東

と西には,それぞれ二鰭づ｣の飛天がある｡身鶴を相よせ

ながら,頚は反封の方にむかってゐる｡ (東西長1･18 m)

召.西がはの二磯であるo上身をおとしながら,股をよと

た-てゐるa)と,-つの股をよこにしながらも,他の股をつ

よくをりまげてゐるのと,二磯である｡膝をつよくをわま

げて足がみえす,そa)あたりに下袈のすそを大きくひるが

-してゐることは,みな飛勢をあらはす工夫であらうo手は

みな菱形にみえるの株,なたか選挙のつぼみのやうなもの

をもりでゐるためであらうか｡

pl. 86A.第五洞外壁俳鹿a

臥　第五洞外壁俳虚b

c.第五洞外壁蝕愈c

A.検問第三暦の西わきにある併寵である｡三尊の坐俳

寵で,鶴内一面に火姑の光背がある.預光は, C字形パルメ

ットつなぎの唐草文と蓮華文からなる｡身党内直に盤併背

があり,かんたんな肩光があるoいま,本尊はすっかり泥で

つくられてゐる｡ (像高王.74m)

B.楼閣第三厚東わき把ある.三尊坐俳髄であるが,脇侍

味,浮彫の比丘像であるo身光外線には火煩があわ,内霞に

は飛天帝があり,肩光もある｡預光には,たゞ大きな蓮華文

があり,中心は無地であるoたゞ頭部はよくのこわ,第五,

第六洞の代表的な併頭の弘とつである｡眉がうつくしくh:

がく,眼はいたってほそい｡おしいことに,挙手の右手はな

くなってゐるが,ま-にだし衣端をとる左手株,資によくの

とってゐるo (像商1.66m)

C.楼閣第四厚東わき妃ある坐併寵で,光背は,とくにい

たんでゐる｡骨削匠もすっかりなく,泥の修禰であるが,頭部

はよくのとり,併寵とともに,代表的な作品である｡おそら

く,これらは,たが弘に照廃させてつくったものであらう｡

困版解詮79-88

(倣高1.80 m)

Pl. 87A.第五E洞東壁尖扶愈

Z;.第五D洞西壁右脇侍

A.第五洞のう-にでると,C洞からⅠ洞k:いたる七洞が

ある｡こしたあげたFJ洞の東壁は,俳寵のふかいのが,特色
】)

である｡その鮎,龍門の醜字洞(第十七洞)に似てゐる｡寵

あきた一列′ト鶴をならべたところも醜字洞に一致する.完

好な央秩寵で,執額には五俳の列坐像があり,洪端には虎形

の欲があるo左右妃は,天蓋のもとに脇侍菩薩がたち,その

ラ-の群集には,天人と僧形とがある.彫漁は適確で,優秀

である. (洞高2.30m)

B.これはE洞の西にあるD洞である｡西壁の右脇侍は

香鯉を事たしてたってゐるが,作ゆきはE洞はよく似てゐ

る｡たぶん第五A洞と繭後してつくられたものであらう｡

(洞高2.70m)

l水野,濃炭, 『龍門石窟の研究Jl, Fig.63,Pl･ 48.

pl. 88A.第五F洞西壁相扶愈

B.第五F洞西壁楯扶愈扶額

小さい,たかさ1.68mの石清である.西壁の本尊は鰭坐

の俳像である｡右端はかけてゐるが,左右に,菩薩像と力士

像とが-封づ＼あったらしい｡そのまはわに,また,多数の

供聾者たちがゐるが,い堂売春する左学が,僧形五憎である

のをみると,双方で十縄となり,十大弟子のつもりかも知れ

ない｡

執額株,例のごとく折りた1み式の意匠で,そのう-に三

角形と固形よりなる屋根かざわがあるのはめづらしい｡ま

た,このう-に,二億の飛天があ払むか払,その左右に練磨

VimalaMrtiと文殊Ma五jugn-の像が相封してゐる｡組合せ

のう-把かなめの,創意がみとめられるとともに,彫法もす

ぐれてゐる｡ (洞高1.65m)
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